
き
ゅ
う
す
い
工
事

第
��
号　
　

夏
季
号　
　

N
o
．�

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

〒163-0712 東京都新宿区西新宿二丁目7番1号
　　　　　小田急第一生命ビル12階
TEL.03-6911-2711/FAX.03-6911-2715
httpｓ://www.kyuukou.or.jp/

ୈ　　 5� 　　߸
［ 2023  夏  季  号］

給水工事技術振興財団
Japan Water Plumbing Engineering Promotion Foundation

公　　益
財団法人

2023
夏季号

Vol.24 No.2

*44/ ��������9

ެӹஂࡒ๏ਓ��給水工事技術ৼஂࡒڵ











給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～
給水装置の事故事例に学ぶ
～事故対応と予防に向けて～

公益財団法人 給水工事技術振興財団 刊
Ａ５判　定価 1,500 円（消費税込・送料財団負担）

本書は、積極的に公表されることの少ない給水装置の事
故事例を示し、それを教訓に、事故の予防に活用して頂く
ことを目的にした書籍です。

【主な事例】１誤分岐接合…工業用水管等11事例　２給水装置の構造及び
材質の基準に不適合で生じた事故…クロスコネクション31事例 ウォーターハ
ンマ18事例　配管工事に関わる事故23事例　合成樹脂管と有機溶剤21事
例　給水用具の不具合による事故3事例　漏水による公衆災害６事例
【参考資料】１厚生労働省からの通知等　２事故の予防事例（立入調査）
　※本書の第二版（給水装置の事故事例に学ぶ  Ⅱ）は当財団HPで公開中。

問い合わせ・申し込み先　公益財団法人 給水工事技術振興財団
〒163-0712　東京都新宿区西新宿二丁目7番1号

小田急第一生命ビル12階　　　　
　　　　　　電話 03-6911-2711/FAX 03-6911-2715





きゅうすい工事

目　　次

Vol.24/No. 2 /2023  夏季号

■巻頭言
「明るい未来の水道」を目指し…………………… 青木　秀幸 1

■エッセイ　水鞠
WSPの使命とは　－非常事態が常態化した社会で－
　…………………………………………………… 四方　淳夫 2

■特集　�東京都における�
水道スマートメータ導入に向けた取組

　…………………………………………………… 長谷川　進 4

■シリーズ　わが町の水道事業と管工事組合　⑩仙台市
●仙台市水道事業の歴史と概要、近年の主要な取組み
　…………………………………………………… 佐藤　伸治 7
●仙台市における給水装置に関する施策について
　…………………………………………………… 植木　義則 8
●宮城県管工業協同組合………………………… 井上　　環 13

■給水装置技術講座〔48〕
コロナ禍における非接触型給水装置（その 2）
　～衛生器具の歴史と進化～
　…………………………… 一般社団法人日本バルブ工業会 16

■�令和４年度　給水装置工事技術に関する�
調査研究助成事業報告
逆止弁の重要性と維持管理……………… 給水システム協会 22

■連載　給水装置関連企業の最新動向⑩
株式会社昭和螺旋管製作所…………………………………… 32

■財団ニュース
●令和 5年度給水装置工事主任技術者試験………………… 34
●給水装置工事主任技術者研修 現地研修会
　令和 5年度の実施結果及び実施予定について…………… 35
●給水装置工事配管技能検定会　
　令和 5年度の実施結果及び実施予定について…………… 37

■給水工事技術振興財団ダイアリー 	 38

■編集後記 	 39

■広告目次（50音順）
給水システム協会……………後付け
クボタケミックス…………表紙－２
コスモ工機……………………前付け
清水合金製作所………………前付け
昭和螺旋管製作所……………後付け
積水化学工業…………………後付け
第一環境………………………前付け
大成機工………………………後付け
タブチ…………………………後付け
東洋計器………………………前付け
日邦バルブ……………表紙３－対向
日本ポリエチレンパイプシステム協会
　………………………表紙－２対向
日之出水道機器………………前付け
フジテコム……………表紙３－対向
前澤給装工業………………表紙－３



 ● Vol.24  No.2  2023. 夏季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

1

水道は、日常生活都ࢢ活ಈを͑ࢧる重要な
ϥイϑϥイϯで͋り、ߋ新・化等の推進は
େきな課題となっています。東日本େ۽、ࡂ
本でେきく水道施設にඃが生じました
が、直ۙでは、ੴ川ݝ能ొ方での࠷େ度6
強をはじめ、نのେきなが全国֤でස
発しています。本年は関東େࡂから100年と
なる年ですが、ट都直Լೆւトϥϑڊେ
などの発生もةዧされているところです。
しかしながら、管࿏のߋ新はԼに͋り、
2020年度では0�65�にとどまっています。
࣌は、ϐークࢉ国における水道関係予、ࡏݱ

にൺべてେ෯にݮগしており、さらに、ࢿ本୯
Ձなどのิॿۚの࠾ج४がݫしいといった
もฉかれます。全国すべてのҬでࡂのϦス
クが͋ることにؑみ、֤ʑの水道事業ମの財政
ঢ়گいかΜにかかΘらͣ、一律にߋ新・化
がਤれる੍度としていただけるよう、財政ࢧԉ
の強化をおئいしているところです。
また、2030年においてԹࣨޮ果Ψスの46�

ʢ2013年度ൺʣをਤるとともに、2050年までݮ
に「ૉ社会の実ݱ」ʢ2050年ΧーϘϯχϡー
トϥルʣを目指すという、国ࡍ的にもۃめてߴ
い水४の目ඪが、政よりࣔされました。
水道事業は、ಠ立੍ࢉ࠾のԼ、これまでも財

政へのӨڹ社会的要をྀߟして、省エω
生可能エωルΪーの活用に取り組Μできまし࠶
たが、ۃめて公益的な事業で͋り、導水・ૹ水・
水施設においてଟେなエωルΪーをඞ要とす
ることから、より一のૉ化を推進してい
くことが責務と͑ߟております。
また、ຽ方における人材ෆのਂࠁ化も

େきな課題です。水道事業ମの৬һの推移を
みると、ϐーク࣌の1��0年で約�万人だったも
のが、2020年࣌で約51500人ʢ約35�のݮগʣ
となっております。ݱの࠷લઢで工事にै事
いただいている管工事業の皆様についても、ۙ
年ݮগが続いており、「新࠾ن用者の確保が
しい」、「後継者がいない」などといった課題
もっています。
こうしたத、ক来にΘたり҆全・҆৺な水道

水をڙ給し続けていくため、水道界が一ମと
なって人材確保の課題に取り組Μでいくととも
に、و財団が主࠵する給水装置工事主任技術者
定会などを通じ、継続的な技術力ݕ֤छ֨ࢿ
の確保にもめていくඞ要が͋ると͑ߟていま
す。و財団におかれましては、引き続き、࣌代
のม化をଊ͑ながら、ݕ・֨ࢿ定会等のద切な
ӡӦにめていただくことを期しています。
こうした課題を解決していくためには、水道

ར用者はもとより、ଟ様なスςークϗルμーの
理解がෆ可ܽとなります。ࡢ年։設した本協会
公ࣜ5XJUUFSには、水道界という֞ࠜをӽ͑て、
l水道界の֎zにいる方ʑにも、ੵۃ的に報を
発信し、l͋たりલzの水道の重要性、ັ力を
くっていただきたいとのいがࠐめられてい
ます。こうした取組みは、ひいては水道事業に
つए者を૿し、水道界の人材確保に࣋ຯをڵ
もܨがると思っています。
引き続き、本協会と関係者とが連ܞして「明

るい未来の水道」を目指して取り組Μでいける
よう、و財団ฒびに関係֤位のご協力をよろし
くおئいします。

ר ಄ ݴ

ʮ໌る͍ະདྷͷਫಓʯΛ͠ࢦ

ެӹࣾஂ๏ਓ　日ຊ水ಓڠձ
ཧࣄ　੨木　ल
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841の໋ͱɹ
ඇɻৗࣄଶ͕ৗଶԽ͠ ͨࣾձͰɻํ࢛　३

日本水道߯管協会会�
ུྺ
19�1年 日本߯管᷂ɹೖ社
200�年 +'&Τンδχアリング᷂ɹ߯ߏ事業部ݐ設本部作所
2013年 +'&テクϊス᷂ɹදऔక社
2020年 +'&Τンδχアリング᷂ɹදऔక෭社（ݱ৬）
2020年 日本水道߯管協会ɹ会（ݱ৬）

日本水道鋼管協会ʢWSPʣの会長をഈ命して
からؙ 3年がܦաした。思いىこͤば、会長就
任の 2020 年 5月は、҆ނഒݩट૬のԼで新型コ
ロナウイルス対策特ผા置法にجづく緊急事態
宣言が全国に発出されたタイϛϯά。まさに「非
常事態」のதでの૯会となり、WSP設立Ҏ߱初
めてʢこれが࠷後で͋ることをفるがʣの૯会த
ॻ໘৹議による会長ҎԼのһ人事新年、ࢭ
度ܭը等に関するঝೝをいただいて、同年の協
会活ಈをスタートさͤた。当વ、会һ֤位に対す
る就任のѫࡰも対໘ではΘͣ、協会の機関誌
্で行Θ͟るをಘなかったので、方のないこと
とは言͑、ԿともϞϠϞϠしたスタートで͋った。
͋れから 3年、くੈ界的なύϯσϛックは

ऩଋにかい、新型コロナの感染法্の位置づ
けがイϯϑルエϯβと同じ 5ྨにมߋされるに
たちを取り巻く環境はࢲったが、その間にもࢸ
େきなม化をげており、それは水道にお
いてもྫ֎ではない。ࢲたちはもう 3年༨લに
ることはできないのだ。

言うまでもなく、水道事業にܞΘるࢲたちを取
り巻く環境は、新型コロナの題をผにしても
年ʑݫしさを૿している。গࢠ化による人ݮޱগ
は、水道にܞΘる人材水道事業ମのྉۚऩ入
のݮগをঃʑにটいているࠜ本的要Ҽで͋るが、
するための༗ޮな施策をࢭではこれを્࣌ݱ
ଧてていない。その間、ط設の水道施設のٺ
化は進行し、をはじめとするࣗવࡂに対
する力がԼするதで、強ਟ化長性্
のためのߋ新事業も、水道管࿏のߋ新をݟる
。り思うように進Μでいないのが実で͋ろうݶ

このような環境のԼ、2021 年の 10 月に発生
した和Վݝࢁ・े谷水管ڮの่མ事ނは、長
年ڮྊをはじめとする鋼ߏにܞΘってきた技
術者のࢲにとって、非常にγϣッΩϯάな出来
事で͋った。事ނのৄࡉについては、本誌のલ
号でエッセイをߘدされたਆ戸େֶのా܃先生
を࠲長とする事ނௐࠪҕһ会の報告ॻが公දさ
れているのでここではׂѪするが、事ނҎલか
らҙਤͤͣࡱӨされていた様ʑなө૾が࣍ʑに
報道されるにࢸって、改めてલड़のような水道
事業が༗する課題のੵがこのようなܗで۩ݱ
化するのだという事実、さらにはࢲたちのܞ
Θっている水道事業がԿに੬ऑなの্に
成立しているかを思いらされたؾがした。そ
ういったҙຯでは、水道事業は「常に非常事態」
のதにいるのではないだろうか。

さて、આ明がれたが、WSP はত和 42 年 1
月の立Ҏ来、55 年༨にΘたって水道用鋼管に
関Θる技術։発、WSP֨نج४ྨの੍定・改
గをはじめ、機関誌の発行、技術セϛナーの実
施、ϗーϜϖージによる報発信水道ࢿ機材
లへの参Ճなどを通じて、水道用鋼管のීٴଅ
進をਤる鋼管メーΧーをத৺とした任ҙ団ମで
͋る。これらの活ಈのதでも「WSP 技術ࢿྉ」
として発ץされている水道用鋼管、水管ڮ、
性ஷ水૧、鋼水、அ用鋼管、ϥイχ
ϯά鋼管などの֨نج४・指等は、Θ
が国の水道事業ݐங設備管における設
となっており、水道にࡏ施工にෆ可ܽな存・ܭ
関Θる実務者の皆様に෯くご活用いただいて
いるものとࣗෛしている。
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そのWSP は「水道の非常事態」のதで今後
Կをすべきか、その使命とは一ମԿで͋ろうか。
・は「鋼管・鋼による水道施設の強ਟ化ࢲ
長ण命化を通じて水道事業者をࢧԉし、水道ར
用者のศ益をकること」がその͑だと͑ߟて
いる。

۩ମ的な施策としては、まͣ設جܭ४をはじ
めとする技術報のఏڙで͋る。ࡢ年度、13 年
Ϳりに +WW"「水道施設工法指・解આ」
が改గされた。改గのϙイϯトはいくつか͋る
が、ݶ界ঢ়態設ܭ法への移行とة機性という
֓೦の導入の 2は特的で͋ろう。ۙ年のେ
෩・集த߽Ӎなどのࣗવࡂのස発に
対して、水道施設の߹理的な設ܭ法を明ࣔする
ことは、ࡂݮ・ࡂの؍からۃめて重要で͋
り、WSPとしてもWSP�00�「水管ڮ設جܭ४」、
同ྫࢉܭ、WSP�064
「水管ڮ設جܭ४ʢ
設ܭฤʣ」の改గ
を実施して、ݶ界ঢ়
態設ܭ法への移行を
ਤった。今後はଞの
設جܭ४についても
ॱ࣍改గを進め、設
ԉを実ࢧ実務者のܭ
施していく。

2 目は、水道施
設の長ण命化技術の։発とҡ࣋管理活ಈのࢧԉ
で͋る。ຒ設鋼管水管ڮの֎໘ృ෴装のܦ年
ྼ化ௐࠪ、東京都水道局Ѫاݝ業ிとのຒ
設管ྼ化に関するڞ同ڀݚ、水道用鋼管のృ෴
装ण命のڀݚ、長ण命ܗృ装の施工管理者ߨश
会等を通じて、ध要Ոに対する技術ࢧԉを実施
していく。なお、্ड़のे谷水管ڮ事ނ関連
では、厚労省の「水道施設のݕをؚΉҡ࣋・

मસの実施に関するΨイυϥイϯ」の改గをड
け、WSPಠࣗで「水管ڮݕ・ධՁマχϡΞル」
を࡞成する予定で͋る。

3目は、鋼管に関する報発信で͋る。鋼管・
鋼の性能施工に関する技術報を、ֶࣝ
ԋ会ʢ年ߨ験者水道実務者によるܦ 2ճ։࠵ʣ、
全国水道ڀݚ発ද会、ֶ会へのߘ水道ࢿ機
材లへの出ల、)P等を通じて発信することで、
鋼管に関する理解をਂめていただくことはࢲた
ちの重要な責務で͋る。

Ҏ্、コロナՒのऩଋをྑいことにWSP 会
長就任࣌に๊いたϞϠϞϠを発ࢄすべく所信ද
明のようなエッセイになってしまったが、ご༰
。いたいئࣻ
関係者֤位の日ࠒからのWSP 活ಈに対する

ご理解・ご協力に感ँをࠐめて、この͋たりで
筆を置くこととしたい。

1IPUP��1ɹ水管ڮઃجܭ४
（ઃܭ編）

1IPUP��2ɹे୩水管ڮͷ่མঢ়گ
和Վ山市ا業局ɹे୩水管ഁڮଛʹ
書（ຊ編）ΑΓࠂΔ調査委員会ใ

1IPUP��3ɹஅ用߯管（2ܘޱ4��NN）



ಛɹू ౦ژʹ͓͚Δ水ಓεϚʔτϝʔλಋೖʹ向͚ͨऔ

Vol.24  No.2  2023. 夏季号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

4
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水ಓεϚʔτϝʔλઌ࣮ߦϓϩδΣΫ
τʹ͍ͭͯ
東京都水道局では、σジタル技術を活用した
お٬さまαーϏスの্、ক来をݟਾ͑た業
務のޮ化、࠷ద化等を目的として、令和4年
度から6年度までに約13万個のスマートメータ
を導入し、導入ޮ果の確ೝお٬さまαーϏス
の্に関するχーζのѲ、通信等の技術的
課題の解決をਤることにしています。
令和3年4月に、લプロジェクトとなる「水道
スマートメータトϥイΞルプロジェクト推進プ
ϥϯ」を策定し、スマートメータ用通信機ثの
ௐୡσータड信ج൫の整備、スマートメータ
のӡ用։࢝と同࣌にϦϦースするスマートϑΥ
ϯΞプϦなどの४備を進めてきました。
令和4年6月に、લプロジェクトの本֨化に
い、プロジェクト໊をݱ行の「先行実装プロジェ
クト」に改め、東京都水道局の取組を、よりଟ
くのお٬さまスマートメータに関する事業者
の皆様、ଞの水道事業者の皆様にっていただ
き、ご理解とご協力をಘていきたいと͑ߟてい
ます。

ϓϩδΣΫτͷ֓ཁ
先行実装プロジェクトでは、令和6年度まで
の期間にύイロットエϦΞとスマートγςΟは
エϦΞ全Ҭの水道メータに、࠶։発۠と集߹
ॅはݐのݐてସ͑࣌に、ݕࠔՕ所と公
に、スマートメーࡍの設メータ交ط施設はڞ

タを設置していきます。ʢද参রʣ
ύイロットエϦΞは、用్Ҭ水道使用ܗ

態、水管整備ঢ়گのҟなるҬをબ定してい
ます。۩ମ的には、ट都தҬ、ॅډҬ、
業Ҭ、工業Ҭ、ࢁ間෦の5छとしていま
す。また、水খ管スマートメータも設置し、
ଟ֯的なޮ果を確ೝしていきます。
スマートγςΟは、都が取り組Ή「スマート

東京先行実施エϦΞ」のうち、新॓、େखொ、
ؙの、༗ָொ、ࣳ、๛ऱをબ定しています。
ϊに、集߹ॅは都ދ։発۠はւと࠶

Ӧॅと公社ॅに、ݐてସ͑࣌のݐに対し
スマートメータを導入していきます。
Օ所は重いమ֖でดじられているେࠔݕ

と公Ԃߍ施設はֶڞ間෦に、公ࢁメータとܘޱ
に、ط設メータの交のࡍにスマートメータを
導入していきます。
プロジェクトで主に使用する給水スマート

メータは東京2020େ会で導入実の͋る「
型」としています。型は、ిࣜࢠメータと
通信機ثをしているもので、ط存のిࣜࢠ
メータにઐ用の通信機ثをέーϒルで続して
います。ʢਤ1参রʣ
給水スマートメータによる通信報は、ࠁ࣌、

メータ*%、1࣌間ごとの指を1日1ճਂに
ૹ信することにしており、࿙水・ٯ ・ྲྀաେྲྀ ・ྔ
水ෆ使用のΞϥーϜ報をଈ࣌ૹ信することに
しています。通信の方ࣜはセルϥーܥ-PW"を
。用しています࠾

౦ژਫಓہɹڅਫ෦
վֵਪਐ୲՝ۀ

ɹ୩ɹਐ
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スマートメータが取ಘしたσータは、ܞଳి
会社の通信をར用して東京水道ࣜג会社に
置かれるαーόにૹ信されます。その後、局の
ऩγスςϜに取りࠐまれ、ྉۚࢉ定・ྉۚ
。を行いますٻ
先行実装プロジェクトでは、型のスマー

トメータとはผに、ిࣜࢠメータと通信機ثが
一ମとなった「一ମ型」など、ࡏݱ、国で
くྲྀ通していないについても、اըఏ案ื
集等を行い、実用化にけて։発に取り組Μで
います。ʢਤ2参রʣ

දɹઃ置場所
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令和4年ͷऔ݁Ռɺ՝
先行実装プロジェクトの初年度となる令和4
年度には、年度までに約2万6千個の給水ス
マートメータを設置しました。特に、都が取り
組Ή「スマート東京先行実施エϦΞ」の1つで
͋る新॓については、先行ূݕエϦΞとして、
ଞエϦΞに先ۦけて約5千個の設置がྃして
います。
また、10月からはࣗಈݕを։࢝しており、
։࢝に߹Θͤて「東京都水道局ΞプϦ」をϦϦー
スしました。ΞプϦは、スマートメータと組み
߹Θることで、お٬さまαーϏスがさらに্
するようになっています。۩ମ的には、日ごと
の使用水ྔを࠷খ1࣌間୯位で　確ೝすること
ができる͑ݟる化機能、࿙水ऄޱのดめれ
がݒ೦される߹水道ෆ使用が一定期間継続
した߹におらͤを通するݟकり機能をར
用できるようになっています。
一方で、ࣗಈݕを։࢝してからおよそ年
がたち、いくつかの課題が明らかとなっていま
す。
1つめが、ࣗಈݕのσータがૹड信できな
い環境が͋ることです。マϯγϣϯのߴ֊、
Լ、మの֖が͋るメータϘックスなどは、
ଞとൺֱして通信がࣦഊしすいが͋ると

定しています。今後、ड信できないݪҼを
ੳし、改ળ策をݕ౼していく予定です。
2つめが、スマートメータのՁ֨です。ै来

の機ցࣜメータにൺべ、スマートメータのՁ֨
は、5ഒఔ度となっています。今後もՁ֨を
͑るため、型スマートメータのిࣜࢠメー
タと通信機ثを͙݁ܨઢ࡞業අ材ྉඅのݮ
をݕ౼する΄か、都の取組をੵۃ的に報発信
するなど、スマートメータ関連のࢢの活性化
によるՁ֨のݮを進めたいと͑ߟています。

ͷऔޙࠓ
令和5年度は約6万個、令和6年度は約4万個

のスマートメータの設置を予定しています。引
き続き、着実に設置を進めていきます。
東京都では、༗ޮ期間をܴ͑る水道メータの

取ସなどに年間約100万個の水道メータを設置
しているため、年間100万個ఔ度のスマートメー
タを҆定的にௐୡすることがඞ要となります。
そのためには、水道メータのメーΧー等と
の協議・ௐ整、ଞ水道事業者とのڞ通֨ن化に
等に取り組Μでいくඞ要が͋りまܞけた連
す。
こうした課題にしっかりと対Ԡし、スマート

メータの導入を着実に進め、2030年代の全戸導
入につなげていきたいと͑ߟています。

ਤ 1ɹిࣜࢠϝータͱ௨৴機ثͷܕ�
（海地۠ʹ͓͍ͯઌߦಋೖ）

ਤ 2ɹిࣜࢠϝータͱ௨৴機ثͷ一ମܕ



シリーズ

 ● Vol.24  No.2  2023. 夏季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

7

⑩仙台市

ઋࢢਫಓۀࣄͷྺ࢙ͱ֓ཁɺ
ۙͷओཁͳऔΈ

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

ઋࢢਫಓࣄ業管ཧऀ

࣏৳　౻ࠤ

1ɽઋࢢ水ಓͷྺ࢙

　ઋࢢの水道は、川のྲྀࢧで͋るେ川
を水ݯとしてେਖ਼12年3月に給水を։࢝しまし
た。当࣌は本ࢢの人ޱ約11万�千人に対して給
水人ޱが約3万人と、そのීٴは26ˋఔ度で
した。その後、ࢢҬの֦େ人ޱの૿Ճ、ࡁܦ
の発లなどによる水ध要の૿ՃにԠ͑るため、5
、にる֦ு事業を進めました。その間には࣍
ઓ૪によるࢿ材ෆۭऻඃߴ、度成長期に
おけるஶしい水ෆ、ٶݝԭ・東日本େ
ࡂといったࣗવࡂなどଟくのࠔに直໘し
ましたが、関係の皆様のお力ఴ͑と৬һの一க
団݁によってりӽ͑、本年3月31日をもって
「給水։100࢝प年」のઅ目をࠁΉことができた
ところです。ࡏݱの給水人ޱは約106万人、ී
。は΄΅100ˋとなっていますٴ

2ɽઋࢢ水ಓΛऔΓ͘ר՝

　人ݮޱগにい水ध要のがආけられなく
なるとࠐݟまれる一方、ଟくの管࿏施設が
水道を取りࢢ期をܴ͑るなど、本࣌新ߋʑと࣍
巻く環境は日ʑݫしさを૿しています。また、
֦ு期にݱを͑ࢧてくれたଟくの৬һが定年
をܴ͑、事業行্のݟ・ϊウϋウがࣦΘれ
かͶないという、人材໘における課題も生じて
きています。このようなしいঢ়گに͋ります
が、令和2年3月に策定した「ઋࢢ水道事業ج
本ܭըʢ令和2ʙ 11年度ʣ」のもと、「未来へつ
な͙ైの都の水の道」をج本理೦とした֤ൠの
取り組みを着実に進めながら、「ైの都・ઋ」
を͑ࢧるϥイϑϥイϯとして、࣋続可能な事業
。Ӧをਤっていますܦ

3ɽۙ年ͷओཁͳऔΓΈ

のΞクγϣ「ըܭ本ج水道事業ࢢઋ」、ࡏݱ　
ϯプϥϯに当たる「ઋࢢ水道事業த期ܦӦܭ
ըʢ令和2ʙ 6年度ʣ」にجづき、水道γスςϜ
の強ਟ化をਤるため、管࿏ߋ新のϖースΞップ
を進めています。これまで年間2��LN΄どにཹ

創ઃظͷதݪ浄水場

1�� 年ͷ͋ΏΈ

年 主なできごと
22࣑年�1889� ࢤߨࢬ ઍୈࢤのஂਫ਼
ਜ਼2年�1913�  ⽔ಕのઅ⼯事に⼿ʤݬ⽔ݒઅ͵ʹʥ
ਜ਼12年�1923� ઍୈࢤ⽔ಕ給⽔࢟
দ和6年�1931�  Ҳ࣏֨事業࢟ʤ੪ԾξϞݒઅ͵ʹʥ
দ和23年�1948� ್࣏֨事業࢟ʤీ⽔ݒઅ͵ʹʥ
দ和33年�1958� ࣏֨ࢀ事業࢟ʤݡࠅ⽔ݒઅ͵ʹʥ
দ和41年�1966� ࣏֨࢝事業࢟ʤໞఋ⽔ݒઅ͵ʹ�

দ和53年�1978� 
࣏֨ޔ事業࢟ʤٸݟઍೈʀઍԚ߁Ү⽔ಕ
͖Δの受⽔ࢬઅඍ͵ʹʥ

দ和53年�1978� ٸݟԯஏਔਫ਼
দ和62年�1987� ٸௌとญ
দ和63年�1988� ચࢤʀवฯௌとญ
ฑݫ年�1989� 令指定ࢤにҢߨ
ฑ5年�1993� ⽔ಕى೨ؙؙ
ฑ23年�2011� ౨⽇ຌਔࡄਫ਼
令和5年�2023�  給⽔͖࢟Δ100ब年
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まっていた管࿏のߋ新延長をঃʑに引き্げる
ことにしており、令和5年度は「年間35�LN」を
目ඪに取り組Μでいます。また、水ध要にݟ
߹った施設の࠷ద化を目指す؍から、ٺ化
が進Ή国ݟড়水とதݪড়水について、水ݯ
を同じくするԘᜱࢢのകのٶড়水との౷߹・
・新を行うことにしています。本年4月、ઋߋ
Ԙᜱ྆ࢢ長出੮のもと、ج本協定がక݁された
ところで͋り、いよいよ事業が本֨化すること
になります。

4ɽޙࠓͷల

　関係者の皆様とঘ一の連ܞ強化をਤりつ
つ、ܦӦج൫の強化とお٬さまαーϏスの্
に引き続きめながら、"*技術を活用した管࿏
のٺ度等のѲ・ධՁといった新たな取り組
みにもઓしていきたいと͑ߟています。今後
とも「҆全でྑ࣭な水道水を҆定的にお٬様へ
おಧけする」という使命のもと、50年そして
100年先の未来をݟਾ͑ながら、৬һ一同、力
をਚくしてまいります。水道管ߋ৽工事ͷ༷ࢠ

ઋ市・Ԙᜱ市ڞ同浄水場උ事業ͷ࣮ࢪʹ関͢Δ�
ຊ協定క݁ࣜج

ઋࢢʹ͓ Δ͚څਫஔʹؔ Δ͢
͍ͯͭʹࡦࢪ

ઋࢢਫಓڅہਫஔ՝

২　ٛଇ

1ɽ͡Ίʹ

　ઋࢢでは、「未来へつな͙ైの都の水の道ʙ
、本理೦としたجຽ・事業者との協働ʙ」をࢢ
令和2年度から11年度までのઋࢢ水道事業ج

本ܭըを策定しています。このج本ܭըは、࣋
続可能な事業ӡӦを行うため、�0年後のক来を
けた今にݱਾ͑て、目指すক来૾とその実ݟ
後10年間の施策の方性をࣔすもので、「水道
γスςϜの࠷ద化」「࣋続可能なܦӦ」「関係者
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ຊ理೦ج

との連ܞ強化」の3つのক来૾にجづく施策か
らߏ成されています。
　今後ܴ͑る人ݮޱগにう水ध要のݮগマ
ϯύϫーのෆといった課題に対Ԡするため、
給水装置関連業務においても、ʢ公財ʣઋࢢ水
道αーϏス公社ٶݝ管工業協同組߹などと
の連ܞを強化し、課題解決にけた取組を進め
ることとしています。

2ɽڅ水ஔʹؔ͢Δओͳࡦࢪ

（1）給水装置工事関業ͷ第ࡾ者委ୗ
　本ࢢの給水装置工事に関する業務について
は、業務のޮ化をਤるため、ฏ成2年度に給
水装置工事ਃࠐみड業務をҕୗ化し、ฏ成�
年度はॡ工ิࠪݕॿ業務を、ฏ成14年度には道
࿏用ਃ業務をҕୗするなど、ҕୗ業務のൣ
ғを֦େしてきました。さらに給水装置工事৹
ࠪิॿ業務メーター交業務をॱ࣍ҕୗ化
し、ฏ成1�年度には、それまでのҕୗ༰を一
化する給水装置工事関係業務ҕୗとしてแׅݩ
的な業務ҕୗに移行しました。
　ฏ成14年度の水道法改ਖ਼によって、水道の管
理に関する技術্の業務の全෦または一෦をҕ
ୗすることができるୈࡾ者ҕୗ੍度がن定され
ました。本ࢢにおいては、ୈࡾ者ҕୗ導入につ
いてฏ成16年度から厚生労働省との協議を進
め、それまで長年にΘたり給水装置関連業務を
डୗし、給水装置に関する技術的ૅجをੵし

てきたʢ公財ʣઋࢢ水道αーϏス公社をडୗ
者とし、政令指定都ࢢでは初めてとなる給水装
置工事関係業務のୈࡾ者ҕୗをฏ成23年度に։
。しました࢝

（2）地ີݩணܕ水道修સొళ੍度
　ີݩ着型水道मસొళ੍度は、「水道の࿙
水ނোがىきた࣌に、どこにमસをཔΜだら
ྑいかからない」というお٬さまのにおԠ
͑し、お٬さまからのमસґཔに対Ԡできる
の工事事業者を指定給水装置工事事業者のதݩ
から公ืのう͑ొし、そのӦ業日Ӧ業࣌間、
対Ԡ可能な工事༰などの報をϦストにࡌܝ
して、お٬さまにఏڙするというもので͋り、
ฏ成26年度よりӡ用を։࢝しています。
　この੍度にొできるのは、ઋٴࢢびྡ
する࣏ࣗମに事業所を置く本ࢢの指定給水装置
工事事業者をલఏとしておりますが、お٬さま
αーϏスの؍から、मસ工事のґཔۤに
対してਝஸೡかつ実に対Ԡできること、म
સ工事の着खલに施工方法使用材ྉ、۷ௐ
ࠪがඞ要となった߹の֓ࢉඅ用もؚめたੵݟ
もりの༰を、明確かつฏқにઆ明できること
を要݅としています。また、本ࢢがຖ年実施し
ている指定事業者ݚम会への参Ճもඞਢ݅と
しています。令和5年度は�4者がొしており、
お٬さまとのՍけڮとして水道事業を͑ࢧてい
ただいております。
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地ີݩணܕ水道修સొళ

（3）�ো者ब࿑ࢧԉࢪઃͷϝーターղ࡞業
委ୗ

　本ࢢでは、ഇغがඞ要となった水道メーター
は༗Ձとしてച٫していましたが、ো者༏
先ௐୡ推進法をडけ、水道事業の社会ݙߩを目
的としたഇغ水道メーターの解・ผ࡞業を
ো者就労ࢧԉ施設にҕୗすることとしまし
た。ฏ成2�年度に2施設へ試行的にҕୗし、ཌ
年度からは6施設を対に߹ܭ約�000個の解
をおئいしています。

3ɽۙ年ͷτϐοΫ

　改ਖ਼水道法によって導入された指定給水装置
工事事業者のߋ新੍度は、給水装置工事をద切
に行うための࣭ࢿの保࣋実態とのဃのࢭ
をਤることを目的としています。本ࢢでは、ߋ
新੍度։࣌࢝で602者を指定していましたが、
令和4年�月のࡾ年目ऴྃ࣌で、対事業者
334者のうちߋ新した事業者が225者、ഇࢭをಧ
け出た事業者が2�者でした。残りの�0者はߋ新
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ख続きが行Θれͣ指定をࣦޮしていますが、こ
れらの事業者のଟくは連བྷがつかないঢ়گに
͋ったことから、੍度の目的で͋る実態とのဃ
のࢭについてのޮ果がදれていると言͑ま
す。
　令和6年�月30日Ҏ߱は、法改ਖ਼後に新نに
指定した指定事業者のߋ新ख続きがॱ࢝࣍まる
ことで、事務ॲ理ख続きのࡶ化が予される
ことから、ޮ的なख続き方法についてݕ౼し
४備を進めることとしています。

4ɽٶڠۀݝಉ߹ͱͷ࿈ܞ

ͷԠԉ協定࣌ࡂ（1）
水道局がక݁ࢢ管工業協同組߹とઋݝٶ　
したࡂԠԉ等に関する協定のྺ࢙はݹく、ত
和3�年にక݁した「緊急࣌मસ工事Ԡԉに関す
る協定ॻ」にまでさかの΅ります。この協定は、
のऻ来によって給水管のౚ݁ഁ྾がଟ発פ
した߹の緊急मસ工事を定していました。
その後、ত和50年には、緊急मસ工事の΄か、
業についてのԠԉもՃ͑た「緊急म࡞給水࣌ྟ
સٴびྟ࣌給水࡞業等のԠԉに関する協定ॻ」
をక݁しています。
ࡂ」の協定は、ฏ成�年4月1日にక݁したࡏݱ　
等のԠԉに関するچ等における水道施設෮࣌
協定ॻ」ですが、これはฏ成�年に発生したࡕਆ・
୶࿏େࡂをܖ機に、それまで本ࢢがܦ験した
܇ڭのނ事ࡂԭをはじめとしたݝٶ
を౿ま͑たもので͋り、ઋࢢが૬ޓԠԉ協定
を݁Μでいるଞ都ࢢをはじめとした関係機関か
らのԠԉ要にも対Ԡするもので、当࣌として

は先進的な取り組みでした。この協定によって、
東日本େࡂはもとより、新ׁதӽ۽本
においてもਝなࡂԠԉ活ಈをల։する
ことができました。

（2）水道修સ受付センター
　水道मસडセϯターは、水道のトϥϒル
い߹Θͤ૭ޱを一ݩ化し、お٬さまのརศ性
とमસ対Ԡのਝ化を目的に、ฏ成26年度に։
設しました。セϯターの主な業務は、水道のト
ϥϒルमસに関するい߹Θͤのిड業
務、࿙水のݱௐࠪ、அ水をΘない道࿏࿙
水मસの立会業務です。これらの業務はஈ֊的
にҕୗしてきましたが、令和3年度からは、一
ׅしてٶݝ管工業協同組߹にҕୗしていま
す。お٬さまから࿙水मસ業者のհをґཔさ
れた߹は、ີݩ着型水道मસొళから
հすることとしています。

修સ受付センターʹΑΔ࿙水ͷ現場調査ᶃ

指定給⽔装置⼯事事業者 更新⼿続き状況
令和４年9⽉30⽇現在

有効期間 期間 対象者数 更新 失効 廃⽌ 更新率
１年 R1〜R2 164 125 32 7 76.2%
２年 R2〜R3 97 56 32 9 57.7%
３年 R3〜R4 73 44 16 13 60.3%
４年 R4〜R5 122 8
５年 R5〜R6 146 7

602 225 80 44
3年⽬までの累計 334 225 80 29 67.4%
※各年とも受付期間は9/30〜9/29
※4年⽬，5年⽬の廃⽌15者は更新期限前に廃⽌を届けている

計

گ৽手ଓ͖ঢ়ߋ定事業者ࢦ
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5ɽޙࠓͷ՝

　給水装置工事関係業務のୈࡾ者ҕୗを։࢝し
てから12年目をܴ͑、そのલで͋るแׅ業務
ҕୗからは1�年をܦաしました。この間、डୗ
者で͋るʢ公財ʣઋࢢ水道αーϏス公社では、
これまでのܦ験によって給水装置工事に関する
技術力をߴめてきましたが、ҕୗ者で͋る本ࢢ
では、直Ӧで業務を担当したܦ験の͋る৬һが
ごくΘͣかとなり、डୗ者とはٯに技術力が
Լしてきました。ୈࡾ者ҕୗを実施していると
はい͑、給水装置工事に関連してお٬さまがٙ
೦を࣋たれた߹、そのٙ೦の目は当વながら
本ࢢにけられます。したがって、զʑ৬һも
डୗ者を指導・ಜする্でඞ要となるࣝ
技術力を確保するඞ要が͋ります。このため
様ʑなݚम0+5によって、これまでҎ্に技
術継ঝの取り組みを推進することしています。
　この΄かにも、人ݮޱগにう水ध要のݮগ
にىҼする様ʑな課題、お٬さまαーϏスの
水道ࢢするために、ʢ公財ʣઋࢿに্なるߋ
αーϏス公社をはじめとした関係者との連ܞを
さらに強化し、σジタル化の推進指定給水装
置工事事業者ݚमのॆ実など、課題解決にけ
た取り組みを進めていきたいと͑ߟておりま
す。

修સ受付センターʹΑΔ࿙水ͷ現場調査ᶄ

修સ受付センターʹΑΔ࿙水ͷ現場調査ᶅ
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1ɽԊֵͱ֓ཁ

　ত和22ʢ1�4�ʣ年4月、組߹һ33社により「ٶ
ݝ管工業協同組߹」が設され、今年で�6प
年をܴ͑ました。ࡏݱ、組߹һ100社を༗し、
日常生活にܽかすことのできない水とۭؾを҆
全つ҆定的におಧけするという重要なׂを
担うا業ʢ水管、給ഉ水衛生設備、ۭௐ設備
等ʣでߏ成されています。
　当組߹の主なࡁܦ事業としましては、管工事
ങ・ൢച事業、水管からのߪ同ڞ機材のࢿ
水工事等が͋り、ฏ成10ʢ1���ʣ年にݐ設業ڐ可、
公धద֨組߹のূ明を取ಘしております。ま
た、ઋࢢ水道局からઋࢢ水道मસडセϯ
ター業務をडୗし、365日24࣌間ମ੍でࢢຽか
らの水道に関する通報૬ஊ等に対するిड
からݱௐࠪ、道࿏ٴびʢ水道メー
ター্ྲྀଆʣの水道管の࿙水等मસまで、一؏
して組߹һとڞ同で対Ԡしています。
　なお、当組߹の৬һは、૯務෦5໊、ࢿ材
෦1�໊、工事෦10໊、मસセϯター෦21໊の
ʣとなっていまࡏݱ55໊ʢ令和5年4月1日ܭ߹
す。

2ɽ߹ͷओͳۀࣄ

ᶃ管工事ࢿ機材のڞ同ߪങ・ൢച事業
　本事業は、立当初から続くࡁܦ事業のபで
͋り、道࿏水管から給水材まで、組
߹һが行う管工事にඞ要なࢿ機材をڞ同でߪ入
し、ൢചՁ֨の྿化にめています。

ᶄڞ同ड注事業
　ত和3�ʢ1�62ʣ年4月に工事෦を発さͤて、
組߹һがड注した水管工事成等։発
行ҝにう工事のうち、水工事ʢ給水管の引
きࠐみ工事ʣを組߹の工事෦が直Ӧで施工して
います。

ᶅ公धڞ同ड注事業
　本事業においてઋࢢ水道局から「水管ٴ
び給水装置मસ工事」をड注し、道࿏の水
管ٴびのメーター্ྲྀଆにおいて࿙水が
発生したࡍ、組߹һがमસ工事を行っています。

ᶆઋࢢ水道मસडセϯター業務
　本業務はઋࢢ水道局からのडୗ事業で、ࢢ

⑩仙台市

　　　
　　　

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

宮城県管工業協同組合

組合ͷ֎؍

ݿࡐࢿ

理事長　井上　環
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ຽからͤدられた道࿏࿙水の通報にお
けるमસґཔ等に対して、ిडからݱௐ
ࠪ、मસ工事を行うࡍのݱ立会まで、365日
ຽの水道ϥࢢ、間ମ੍でその任務を行し࣌24
イϑϥイϯをकっています。

3ɽ�ઋࢢ水ಓہͱͷ࿈ܞ（౦日ຊେ
（ͷରԠࡂ

　当組߹は、ฏ成�ʢ1���ʣ年4月にઋࢢ水道
事業管理者と「࣌ࡂ等における水道施設෮چ
等のԠԉに関する協定ॻ」をక݁し、同協定に
本的事߲を定めた要جづく緊急対Ԡにඞ要なج
の初ಈ࣌をผ్策定しています。また、緊急ߝ
を確ೝできるよう、ܞଳ用にμイジェスト化し
たϙέット൛「ࡂマχϡΞル」を࡞成し、
組߹һٴびそのै業һにしています。ࣗಈ
出ۈのஅなど、発ࡂ直後に֤ࣗがどのように
初期対Ԡすべきかを؆ܿ明ྎにࡌܝしており、
がىきたらまͣϙέット൛のマχϡΞルを
確ೝするということをपしています。
　ฏ成23ʢ2011ʣ年3月11日に発生した東日本
େࡂのࡍもこのマχϡΞルが活用されまし
た。当࣌を振り返ってみますと、発ࡂ後、水道
局からの要をडけてԠ急給水活ಈにܞΘり、
延べ15日間にΘたって1�6ʢ3�3人ʣが出ಈ
しました。その後、水道局のࡂ対策本෦に
当組߹水管෦会の෦会長が常றし、水道局৬
һとඃঢ়گの報をڞ༗しながら水管のम
સに͋たり、1日࠷େ33൝、延べ�5�൝が出ಈ、
その݁果、3月にはඃのԊ؛෦と
りݥةҬをআいたࢢҬのஅ水を解ফしまし

た。給水装置関係の࿙水मસに対しまして
も、ࢢຽからのमસґཔにॱ࣍対Ԡさͤてき
ました。組߹һࣗらもඃࡂ者で͋りながら、と
にかくࢢຽのためにl命の水zをಧけるという使
命感、責任感を࣋って෮࡞چ業に全力を注͗ま
した。
લから常に緊ີࡂども組߹と水道局は、ࢲ　
な連ܞをਤっており、このことは方の強い信
པ関係から成り立っているものとೝࣝをしてお
ります。水管の化等によりࡂに強い֗
づくりが進められておりますが、༗事のࡍにଈ
材のストッࢿと、ඞ要࣋対Ԡできるମ੍のҡ࣌
ク、#$Pの策定等緊急࣌への備͑を強化し、ฏ
常࣌から水道局との報交等をੵみ重Ͷてい
くことによって、ࢢຽの皆様に҆৺、҆全なl命
の水zを҆定的にڙ給することができるものと
。ています͑ߟ
　また、ઋࢢがຽ間ا業と連ܞし、ࢢが保༗
する水ݯのᔻཆྛの保全ҭ成に取り組Ήこと
を目的とした「青Լのైプロジェクト」が立ち
্げられ、当組߹もプロジェクト࢝ಈ࣌ʢ令和
2年度ʣから参ըし、水ݯᔻཆྛの間െ、活ಈ
エϦΞへの২थ水ݯपลのਗ਼等を行って
います。

౦ຊେ࣌ࡂͷ෮چ工事

هࡂ誌「2�11�3�11ɹ命ͷ水」
ɹ組合ɺඃࡂ者ͱͯ͠ɺ·ͨ෮࡞چ業ʹै事ͨ͠者ͱͯ͠
ׂͱ任͕͋Δͱ考͑ɺ組合員ͷ手͙ܧΓޠʹੈޙΛهͷࡂ
ץ誌「2�11�3�11ɹ命ͷ水」ΛൃهࡂΛத৺ͱͨ͠ݴͱূه
͠·ͨ͠ɻ
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4ɽ՝ͱల

　ϐーク࣌は200社ۙくの組߹һを༴しており
ましたが、社会のม化後継者ෆࡏによる
ഇ業等により年ʑݮしているঢ়گですので、
より組߹һがメϦットをڗडできる事業を推進
し、新たな組߹һのՃ入もଅ進して参りたいと
。ています͑ߟ
　また、લड़のとおり、当組߹はઋࢢ水道म
સडセϯター業務をडୗしており、ిड

からमસ工事までઋࢢの水道ϥイϑϥイϯ
のҡ࣋管理を担Θͤていておりますので、水
道当局のごෛୗにԠ͑、責任を࣋ってしっかり
とࢢຽαーϏスの্に取り組Μで参りたいと
。ています͑ߟ
どもの業界もごଟに࿙れͣ、技術者・技ࢲ　
能者の担いखෆとྸߴ化が進Μでいます。ߴ
い技術・技能力と事へのތりを࣋ったプロ
ϑェッγϣナルは、一ே一༦にはҭちまͤΜの
で、人材を確保しながらݚम会の実施֨ࢿ取
ಘのࢧԉなどにも注力して参りたいと思ってお
ります。
　そして、ক来を担うएい人たちにlものづく
りzに関৺を࣋ってもら͑るよう、いろいろな
機会をଊ͑てP3活ಈをల։し、組߹ひいては
業界のϒϥϯυ力をߴめることによって、この
業界にເを࣋って入৬してくるए者が૿͑れば
と期しているところです。
　水道局との確かな信པ関係をߋに強ݻなもの
とし、これからもઋࢢの水道ϥイϑϥイϯを
कる一ཌྷとしてલ進して参りたいと͑ߟており
ます。

੨下ͷైϓϩδΣΫτ（水ݯ地ͷਗ਼׆ಈ）

「ϚχϡΞル（ϙέοτ൛）ࡂ地」ଳ用ܞ
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ίロφՒに͓͚るඇ৮څܕਫஔ
ʢͦͷ�ʣ

ʙӴੜث۩ͷྺ࢙ͱਐԽʙ

一般社団法人日本バルブ工業会

1ɽ͡Ίʹ
先ق号に続き今ق号では、非৮型の給水装
置としてトイϨにおけるେศثখศثについ
て解આしていく。トイϨにおいても非৮の技
術はいろいろな໘で使Θれており、その用్
にԠじて様ʑなܗで活用されている。ྫ͑ばେ
ศثの߹はརศ性Ϣχόーαルσβイϯの
ではਗ਼ܿ性用をした後のྲྀثで、খศ؍
しれをέΞするといった؍で使Θれてい
る。今ճはこれらの機ثに使Θれる非৮の技
術について解આする。

2ɽ�େศثʹ͓͚Δඇ৮ٕज़
େศثの機能進化は、Թ水ચড়ศ࠲の進化に
よるところがେきく、1��0年代はਗ਼ܿ性շద
性、またརศ性をٻした様ʑな技術がେきく
進化した࣌代で͋った。1��2年に人を感する

とࣗಈでศ࠲・ศϑタが։く機能をࡌしたԹ
水ચড়ศ࠲が発ചされ、また1��5年には用ศ後
にࣗಈでศثચড়する機能をࡌしたԹ水ચড়
ศ࠲が発ചされた。
ศ࠲・ศϑタのࣗಈ։ด機能は、様ʑな使用

者にྀしたศརな機能で͋る。ࠊをかがめる
といったମへのෛՙがܰݮされ、ମのෆࣗ༝
な方お年دりにとっても༏しい機能としてݱ
用されている。またこのよ࠾ଟくのϞσルでࡏ
うなϢχόーαルσβイϯの؍だけではな
く、トイϨ入ࣨ࣌に։いたままのศ࠲ศϑタ
をݟることによるෆշ感を解ফし、ศϑタが確
実にดまることでศ࠲の保Թ性をߴめ、Թ水ચ
ড়ศ࠲のߴいઅి性にもد༩する機能として進
化している。
ࣗಈでศثをચড়する機能に関してもศ࠲・

ศϑタのࣗಈ։ด機能と同様に、様ʑな使用者
にྀしたศརな機能で͋る。େศثに一าۙ
づき、खを৳ばしてϋϯυルをճすことなくศ
するݮをચড়できるため、ମへのෛՙをܰث
ことができる。ۙ࠷のでは、ศ࠲の։ดの
༗ແを感してஉ性の立খศをೝࣝし、またศ
間の長さお৲ચড়の使用の༗ແ࣌࠲への着࠲
で、「େ」または「খ」をࣗಈで定し、ద切な
水ྔでࣗಈચড়するまでに進化している。
このような人ମを感するਫ਼度の্には、

େศثの֎؍෦ศ࠲にଂされているセϯ
αー技術の進化がେきくݙߩしている。

ਤɹτイϨͷඇ৮給水装置
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トイϨ入ࣨ࣌に人ମを感し、ศ࠲・ศϑタ
のࣗಈ։ดを機能さͤるために、「֎ઢセϯ
αー」がくར用されている。֎ઢセϯαー
とは、そのࣈの通り֎ઢをར用したセϯαー
で͋り、人ମにͶ返った֎ઢ、または人ମ
から์出される֎ઢを感することで、セϯ
αーとしてのׂを担っている。
着࣌࠲に人ମを感するのは、ै来から͋る

スイッνࣜにՃ͑、੩ి༰ྔセϯαー֎ઢ
セϯαーといったものが͋る。୯なる着࠲の༗
ແを感するだけではなく、着࣌࠲間も߹Θͤ
てܭଌすることで、্ड़の通り、様ʑなศར機
能へのԠ用がਤられている。

に、ଟくの෦位で使用されている֎ઢセ࣍
ϯαーを取り্げさらにৄしくઆ明していく。

2 �1ɹ֎ઢセンαー
֎ઢセϯαーにはݕ出方ࣜのҟなる「能ಈ

型֎ઢセϯαー」と「डಈ型֎ઢセϯαー」
の2छྨが͋る。

1ʣ能ಈ型֎ઢセϯαー
能ಈ型֎ઢセϯαーは、発ޫૉࢠとडޫૉ

成され、ࣗら発出した֎ઢが対ߏからࢠ
でࣹしたޫをଌ定することで、そのମの༗
ແڑをଌ定するもので͋る。
能ಈ型֎ઢセϯαーには「֦ࢄࣹࣜ」

「ଌࣜڑ」が͋る。
ࣹࣜࢄ֦■
セϯαーの発ޫૉࢠから֎ઢが出て、人ମ

ʢ感ʣにࣹしたࣹޫをडޫૉࢠがडけ
る。そのࡍ、ࣹするޫのྔʢ明るさʣが一定
ϨϕルҎ্で͋れば、感とஅし信号をૹる。
したがって、人の装がࣹのߴいന৭の
߹は感しすく、ࣹのいࠇ৭の߹は
感しにくい特性が͋る。

■ଌࣜڑ
セϯαーの発ޫૉࢠから出た֎ઢのࣹޫ

をडޫૉࢠがडけるࡍに、人ମの位置によって
डޫૉࢠがडけるࣹޫの位置がมΘり、その
位置から人ମの͋るڑをࢉܭする。そのڑ
が設定ڑҎԼなら感とஅし信号をૹる。
したがって、ࣹのߴいന৭の装でもࣹ
のいࠇ৭の装でも感のしすさはมΘ
らͣ、ਖ਼確に感அができる。

ਤɹ1��2 年࣌ͷࣗಈͰศ࠲・ศϑタ͕開く機能Λ
ͨ͠ࡌԹ水ચ浄ศ࠲

ਤɹ1��5 年࣌ͷࣗಈͰศثચ浄͢Δ機能Λ
ͨ͠ࡌԹ水ચ浄ศ࠲
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2ʣडಈ型֎ઢセϯαー
代ද的なडಈ型֎ઢセϯαーとしてはযి

セϯαーが͋り、যి型֎ઢセϯαーともݺ
ばれている。人ମから発ͤられる、すなΘち
֎ઢエωルΪーがセϯαーに入ると、セϥ
ϛックスのযిૉࢠのԹ度が্ঢし、যిޮ
果とݺばれるݱをిؾ信号へมし、セϯ
αーとしてಈ࡞する。Թ度ม化を感するため、
能ಈ型の֎ઢセϯαーよりもԠ度がく
またݕൣғがいため、ۙ࠷の機छでく࠾
用されている。トイϨ入ࣨ直後に人ମをݕ出す
ることができるため、ศ࠲・ศϑタのࣗಈ։ด
もૉૣくಈ࡞し、よりշదにศثを使用するこ
とができる。

2 �2ɹۙ年ͷίϩφՒʹ͓͚Δࡉ͔ͳ機能
ۙ年のコロナՒにおいて、感染ࢭ策として

非৮ث۩へのχーζがよりߴまってきてい
る。طにଟくのେศثにࡌされているศ࠲の
ࣗಈ։ด機能ࣗಈચড়機能は、そのརศ性だ
けではなく、衛生性という؍でも注目されて
いる。
コロナՒによるӨڹから、ศϑタを͋けたま

まศثをચড়することでԚ水のඈລなどが৺
とのもଟく্がったため、人ମ感技術をԠ
用し、ศϑタが先にดまってからࣗಈでચড়を
։࢝する「ศϑタด後ચড়Ϟーυ」を新たに
。した機छも૿͑てきているࡌ
また入ࣨ後、ศ࠲・ศϑタがࣗಈで։き、用

ศ後にࣗಈでศ࠲・ศϑタがดじચড়が։࢝、
同࣌にお৲ચড়ϊζルϏσચড়ϊζルがク
Ϧーχϯάされ、ศثのുをআەし、トイϨ
ۭ間をषするといった一連のγーέϯスが実
行され、トイϨ入ࣨからୀࣨまで、खで৮れる
ことなくศثの様ʑな機能がࣗಈで実行される
Ϟーυをࡌした機छも͋る。さらにࣗಈ水ખ
が設置されていれば、ث۩にखを৮れることな
くखચいまで可能で͋る。

3ɽখศثʹ͓͚Δඇ৮ٕज़
に、用をして࣌を使用したث今ではখศࡢ

そのをれるとࣗಈで水がྲྀれるのが一ൠ的
となったが、Ҏલは水をྲྀすためにখศثの্
のϋϯυルをճしたり、ચড়用のϘタϯをԡし
たりするඞ要が͋った。そのためૢ࡞をれる
人、衛生໘からૢ࡞をしたくない人がいたこ
とからԚれすく、こまめなਗ਼がܽかͤな
かった。このようなഎܠによりখศثではൺֱ

ਤɹॅτイϨʹ͓͚Δඇ৮技術
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的ݹくから非৮でચড়する技術を工夫して取
り入れてきた。そのスタートは1��0年代にさか
の΅り、今日のようなコϯύクトなセϯαーが
なかった࣌代にもいろいろな技術を։発し衛生
性の্にめてきた。

3 �1ɹࣗಈͰચ浄水Λ流͢技術
খศثを非৮でྲྀす方法は、これまでにେ

きくけてを感してચড়する方法と人を感
してચড়する方法が͋る。

1ʣを感してચড়する方法ʢ感型ʣ
খศثのトϥップ෦に設置したిۃと、ిؾ
߅のม化を૿෯੍ޚする੍ثޚと、それに
よって࡞ಈするి࣓หの3つが連ಈしચড়する
方法で͋る。使用લにはখศثトϥップ෦に水
道水がཷまっており、がྲྀ入すると成த
のԘがঃʑに૿Ճし、ిۃ間のిؾ߅にม
化が生ͣる。このม化を੍ثޚでݕ出し、૿෯
してి࣓หを։きચড়水をྲྀす。ચড়により
が全にྲྀれڈると、ిۃ間のిؾ߅はݩの
ঢ়態に෮ؼし、ి࣓หがดじてચড়水がࢭまる。
この方法は1��0年代に։発された技術で࠷も
がԚれるとۃి。組みで͋るいࣗಈચড়のݹ
感度がѱくなるため、定期的なిۃのਗ਼がܽ
かͤないで͋った。

2ʣ人を感してચড়する方法
人を感する方法はいくつか͋り、ここでは

人のԹ度ม化をར用するタイプと、֎ઢおよ
びԻをར用するタイプをհする。

■Թ度ม化感型
ෆ特定ଟが使用する公ڞトイϨにおいて、

ఱҪۙに設置する給水装置ʢϋイタϯクϑ
ϥッγϡόルϒʢચড়หʣʣと組み߹Θͤて、一
つの給水装置でෳのখศثを同࣌にચড়する
方法で͋る。Թ度セϯαーが人ମとഎܠのԹ度
ࠩを感するとήートタイマーがىಈし、͋ら
かじめセットされた࣌間だけ࡞ಈする。ήート
タイマーの࡞ಈऴྃ後にόルϒタイマーが࡞ಈ
し一定の࣌間、給水装置にૹ水される組みと
なっている。
ચড়がऴΘるまではԿ人使用しても࠶感し

ないため、ෆ特定ଟの人が集த的にར用する
Ӻܶなどではޮ的なγスςϜで͋る一
方、全てのখศثを一度にચড়するためΦϑΟ
スϏルళฮなど΄΅特定された人がར用する
所への設置にはదしていない。

ਤɹԹ度ม化ײܕચ浄γεςϜ

ਤɹײܕચ浄γεςϜ
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■֎ઢ感型
個ʑのখศثに֎ઢセϯαーを設置し、使
用者を感したখศثのみがચড়を行う方法で
͋る。人を感してి࣓หを੍ޚするセϯαー
෦と、ి࣓หでચড়水ྔを੍ޚする機ߏ෦でߏ
成されている。֎ઢセϯαーは常࡞࣌ಈして
おり、人を感すると੍ޚ෦に感信号をૹる。
෦はこの感信号により、ి࣓หを։く信ޚ੍
号を出力する。信号をडけ取るとి࣓หが։き
μイΞϑϥϜหを࡞ಈさͤてચড়水をు水す
る。ి࣓หがดじるとμイΞϑϥϜหもดじて
ચড়水がࢭまる。

■Ի感型
人ମ感にԻをར用し、Իを人ମに
け発信してそのࣹをड信することにより
人ମの༗ແڑをݕ出するセϯαーで͋る。
を͋らかじめ設定しておき人ମがそのڑݕ
確定とஅしચড়を行ݕ、ҎԼの߹にڑ
う。
֎ઢセϯαーはそのߏからࠇい૭がඞ要
で͋るが、ԻセϯαーはΞルϛᝑମにృ装
ができるためσβイϯ的にセϯαーを目立たな
くॲ理できるというメϦットが͋る。

Ҏ্のように様ʑなछྨの人ମ感方法が͋
るதで、࠷ࡏݱもීٴしているのは֎ઢセϯ

αーによるもので͋る。そのதでも使用者の
の৭によらͣߴい感ਫ਼度をಘられるଌࣜڑが
主ྲྀとなっている。֎ઢセϯαーによる人ମ
感は、感のようにセϯαー෦の定期的な
ਗ਼࣌のখศثトϥップ෦への組けՃ
工はඞ要とͤͣ、またԹ度ม化感よりも人ମ
感ਫ਼度がߴく、コϯύクトで͋ることからݱ
。の主ྲྀとなっているࡏ

3 �2ɹڥʹ配ྀͨۙ͠年ͷ小ศث
খศ1ث当たりのચড়水ྔは、1��0年代に

は1ճ4-ఔ度で͋ったが、環境へのྀからث
۩の性能を্さͤ、1��0年代には2-のઅ水
が։発され、2000年代には1-にまでઅ水
が進み、ࡏݱは1-未ຬのઅ水খศثもొし
ている。ચড়γスςϜはෳ同࣌ચড়よりも
個ผચড়の方が、ඞ要な࣌にඞ要なだけ水をྲྀ
すきめࡉかいコϯトロールができることからݱ
。の主ྲྀとなっているࡏ
省エωルΪーはセϯαーの感技術の進化だ

けでできるものではなく、અ水を実ݱする੍ޚ
෦અిを実ݱする機ߏ෦もそれͧれが進化を
げ、全ମとしてߴい省エω性能が実ݱできる。
した技術について解આを行ݱにそれらを実࣍
う。

1ʣઅ水を実ݱする੍ޚ技術
෦はセϯαー෦の感信号によりి࣓หޚ੍

を։く信号を出力する。અ水が進Μだ機छでは
使用ස度使用࣌間によりચড়水ྔをࣗಈௐઅ
して、࣍の使用者がषを感じないための࠷খ
するものが͋ࡌの水ྔでચড়する機能をݶ
る。この߹、લの使用者までの使用ස度から
間を予ଌした࣌の人が使用するまでのۭき࣍
り、খศثの使用࣌間からখศྔを予ଌしたり
してચড়水ྔをࣗಈで可มする。予ଌした࣌間
までに࣍の人が来なければՃચড়を行い、ਗ਼
ܿ性を保つことも行う。
またચড়水ྔをݮらすことによる、ഉ水管

のੴのଯੵ૿Ճをできるだけ੍するため、
աするとࣗܦ間࣌後に使用されてから所定の࠷
ಈ的にચড়を行う設備保ޢの機能をซͤ࣋つも
のも͋る。

ਤɹ֎ઢײܕચ浄γεςϜ

ਤɹԻセンαーߏ造
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2ʣઅిを実ݱするࣗݾ発ి技術
ચড়水をు水するి࣓หの࡞ಈには、খܗ水
力発ిثをଂし、֎෦ిݯແしでもચড়水が
ྲྀれるエωルΪーを使って発ిしたిؾで࡞ಈ
する「ࣗݾ発ి方ࣜ」が1��2年に発ചされた。
この方ࣜはઅిになるだけではなく、ແిݯで
設置できるためిݯઢ工事がඞ要ないという
メϦットも͋る。万が一使用ස度がগなく、発
ిྔがফඅి力よりগなくなっても、όック
Ξップిʢઐ用ϦνウϜిʣをࡌするこ
とでॆిෆをิう機ߏもྀされている。

4ɽޙࠓͷಈ
このようにトイϨで使用されるث۩におい

て、非৮ࣗಈ化技術は主にརศ性を্さͤ
る؍で取り入れられてきたが、ۙ年の感染症
֦େのӨڹをडけ、より衛生性に着目した技術
としてがりをͤݟている。
では、ޫֶ技術をԠ用してԿもないۭதۙ࠷

にૢ࡞ύωルをө૾としてුかび্がらͤる非
৮イϯターϑェース技術も։発され、これま
で৮がඞ要で͋ったେศثのϦϞコϯも৮る
ことなくૢ࡞が可能な新しいσόイスも発දさ
れている。
今後もརศ性衛生性といった؍で、Ϣー

βーՁに݁びつく新しい非৮技術が։発さ
れ、進化していくことに期する。

ਤɹࣗࣜํిൃݾ

ਤɹඇ৮インターϑΣーε技術Λ࠾用ͨ͠ τイϨϦϞίン
ଜ上開໌ಊͷ)1内ಈը͔らը૾ΛΓग़͠

IUUQT���XXX�NVSBLBNJ�LBJNFJEP�DP�KQ�UFDIOPMPHZ�
OFX�UFDIOPMPHZ�

ਤɹઅ水੍ޚͷϝΧχζϜ

ਤɹ1��2 年࣌ͷࣗిൃݾ機ߏΛͨ͠ࡌ
小ศࣗثಈચ浄γεςϜ
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͡Ίʹ1

本ڀݚは「ࢭٯหの重要性とҡ࣋管理」のう
ち「重要性」をྲྀٯが発生する݅、つまり
水管ଆのѹ力が給水ଆѹ力よりもԼする໘
を定し、ࢭٯหによってϦスクがݮするこ
とを、実験的にূݕするもので͋る。தߴの
集߹ॅにおいては、「直݁給水におけるྲྀٯ
γスςϜ設置のΨイυϥイϯとその解આ」ʢ給ࢭ
水工事技術振ڵ財団ʣにより、ࢭٯหの重要性
についてまとめられているが、今ճは戸ݐてॅ
を対にࢭٯหが設置されていない߹など
にどのようなྲྀٯ事ނがىこり͑るかをূݕす
る。
ここでࢭٯหの使用ঢ়گについては、戸ݐて
ॅのメーターϘックスにࢭٯหが設置され
ているׂ߹を給水γスςϜ協会会һがௐべてい
るʢਤ1ʣ。このௐࠪはࢭٯหݺび13ܘʙ25、人
10万人Ҏ্の261事業ମを対としたものでޱ

͋る。水道事業ମのྺ࢙的എܠ、Ϙックスੇ
法の੍約などが推されるが、事業ମごとの事
͑ߟ方がөされているものと͑ߟる。と
りΘけࢭٯหをٛ務化していない「設置ʢٛ務ʣ
ແし」が23ˋと、全ମの約1�4をめている。

ਤ1ɹࢭٯหઃ置ׂ合（2�22年5݄）
ਓ1ޱ�ສਓҎ上ͷ261事業ମର（13ʙ25̼̼）

給水γεςϜ協会�会員調査（ࢀ考）

ཧ࣋หのॏཁੑͱҡࢭٯ

ձڠ水γεςϜڅ　　

水道法施行令で逆流防止措置は「水の逆流を防止するための適当な措置が講ぜられていること」
とあり、機能とその維持が求められる。最近では水道メーター周りの逆止弁の交換時期が「給水
用具の維持管理指針2019」（日本水道協会）で述べられているが、前記逆止弁は水道事業体の
所有ではない水道メーターの二次側に設置されることが多く、費用負担面を含めた維持管理の難
しさが推察される。その一方、シングルレバー水栓や自動洗濯機など、弁の急開閉を伴う機器が
普及し開閉回数も増える傾向にあるため、これらの上流に位置する前記逆止弁には、その開閉回
数の増加に伴い、弁部への負荷が増していると考えられる。
当協会の会員各社は10万回以上の動作試験をクリアする前記用途の逆止弁を供給しているが、
厚生労働省の見解でその回数は使用状況で大きく異なるが使用年数2～ 3年程度に相当すると
も言われており※、性能の維持には更新を含むメンテナンスが必要と考える。本研究は逆止弁の
重要性について実験検証を行い、その結果から維持管理の認知度を高め、事故の防止に寄与する
ことを目的とする。

※厚生労働省給水装置データベース「https://www.mhlw.go.jp/kyusuidb/kyusui/std7.htm」

要　旨
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ʹ͓͚Δॅͯݐށ
2ূݕݧหͷ༗ޮੑͷ࣮ࢭྲྀٯ

実験管֓要をਤ2、実ূ実験用管γスς
Ϝをਤ3にࣔす。

ਤ2ɹ࣮験配管֓ཁ
ਖ਼面ਤ ଆ面ਤ

 2 / 9

2. ᡞᘓてఫᏯにおける逆流㜵止弁の有効性の実㦂᳨ド

実㦂配管概要を図 2、実ド実㦂用配管ࢩスࢸム

を図 3 に♧す。
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ਤ3ɹ࣮ূ࣮験用配管γεςϜ

 3 / 9

図 3 実ド実㦂用配管ࢩスࢸム
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給水用۩にはྲྀしのγϟϫー水ખ、෩
࿊のγϟϫー水ખ、֎水ખʢ୯水ખʣを使用し
た。ྲྀし、෩࿊水ખはࢭٯหଂで、ࢭٯหの
重要性を確ೝするため、ࢭٯหແし、ٴびࢭٯ
หにΰϛがטΜだঢ়態ʢ所定のܘのۚʣの
݅で実施した。୯水ખはコマをଂしているが
スϐϯυルのͶじの推力でύッΩϯをѹॖして
水、使う΄どຎྼ化が進Ή。コマにはೋछࢭ
ྨ͋り、ひとつはスϐϯυル݀にコマの࣠がቕ
߹し։ખ࣌に水ѹで্Լಈするもの、もう一つ
はコマがスϐϯυルとڞに্Լಈするྫྷפで
使Θれるもので͋る。ચंなどで、水ખのు水
にϗースを続し、ϗースの先をόέπにޱ
入れて給水しているときに水管ଆが工事に
うஅ水などのݪҼでѹ力がແくなると、ߴࠩ
でόέπの水をٵいࠐΉڪれが͋る。このঢ়گ
をϞσル管でݱ࠶し、ࢭٯหの༗ແঢ়態に
よって給水管の水のಈきѹ力へのӨڹを確
ೝしূݕする。

ਤ5

 4 / 9

ᮎ➃給水用具には流しྎのࢩャ࣡ー水栓（ձ）、㢼࿅のࢩャ࣡ー水栓（ղ）、外水栓（単水栓）（ճ）

を用した。ձղは逆止弁内蔵で、逆止弁の重要性を確認するため、逆止弁無し、ཬࡧ逆止弁にࢦ

のねࣝࢻンࣆだ≧態（所ᐃのᚄの針㔠）の᮲௳で実施した。ճはコマを内蔵しているがスࢇがჶ࣑

とつはスࡦ、コマには二✀㢮あり。ࡴどᦶ⪖ຎ化が㐍࠺の᥎ຊでパッキンを圧⦰して止水、ࡌ

とඹࣝࢻンࣆ一つはコマがス࠺にコマの㍈がᔐ合し㛤栓時に水圧で上下動するもの、も✰ࣝࢻンࣆ

に上下動するᐮ෭ᆅでわれるものである。Ὑ㌴などでࢶࢣࣂにスパ࢘トからの࣍ースඛ➃をධれ

て給水しているときに配水管側がᕤ事にక࠺断水などのཎᅉで圧ຊが無くなると、㧗ప差でࢶࢣࣂ

の水を吸い込ࡴᜍれがある。この≧ἣをࣔࣝࢹ配管で⌧し、逆止弁の有無や≧態によって給水管

内の水の動きや圧ຊの影響を確認し᳨ドする。

実㦂は図 3 の配管ࢩスࢸムで௨下のᡭ㡰で⾜った。

（1）ྛ弁㢮をて㛢とし、㟁☢弁を㛤ける。

（2）配水管から給水管、ᮎ➃給水用具までの内部から࢚をᢤく。

（3）水、給水管内の動⏬影、ཬࡧ圧ຊグ㘓を㛤ጞする。

（4）水栓を㛤け、ᮎ➃を水ᵴ内に水ἐし、㏻水を続ける。

（5）㟁☢弁を㛢め、㛫を✵けࡎに水用 50 ボーࣝࣈࣝࣂをᡭ動で㛤にする。

（6）管内の圧ຊがⴠࡕ╔くか、水の動きが無くなるまでグ㘓を続ける。

（7）水ᵴ水㠃の単時㛫ᙜたりの変化から、給水管内の流㏿をᑟき、配水管までの฿㐩時㛫を⟬ฟ

する。

実㦂 1 流しྎ水栓に㛵する実㦂

表 1 ⤖ᯝ一ぴ

実㦂␒ྕ メータボックス内

逆止弁

流しྎ水栓

逆止弁

配水管の

逆流水流ධ

逆流㔞

L/min 
ȭ20 管内流㏿

m/s 
1-1 あり あり 無し - - 
1-2 あり 針㔠ȭ0.8 無し - - 
1-3 あり なし 無し - - 
1-4 なし あり 無し - - 
1-5 なし 針㔠ȭ0.8 有り 2.36 0.125 
1-6 なし なし 有り 2.49 0.132 
1-7 針㔠ȭ1.0 あり 無し - - 
1-8 針㔠ȭ1.0 針㔠ȭ0.8 有り 2.33 0.124 
1-9 針㔠ȭ1.0 なし 有り 2.43 0.129 

⥙け部は配水管の逆流が⏕ࡌた᮲௳である。㏱᫂管内をほᐹすると、1-1 や 1-7 のᵝにいࡎれ

かの逆止弁が効いていれば、逆止弁一次側の水が配水管側に逆流するが、この水はᮎ➃から外にฟて

おらࡎ、配水管内の水をởᰁしない。

図 4 単水栓の一例
ᅗࡢ引⏝ඖ㸸⤥水ᕤᢏ⾡ᣦ㔪 ���� 3��� 

針㔠

図

弁ᗙをまたࡄよ࠺、針㔠をჶみ込ませ

る

*針㔠外ᚄは ASSE1013 をཧ考にした。同つ

᱁ではࡧᚄ 3/4 はȭ1.0、᭱ᑠཱྀᚄとして

3/8 がありȭ0.8 で、これらを引用した。

ห࠲をまた͙よう、ۚをטみࠐまͤる

ˎۚ֎ܘは"SS&1013を参ߟにした。同֨نではݺび
、として3��が͋りП0��でܘޱখ࠷、3�4はП1�0ܘ
これらを引用した。

実験はਤ3の管γスςϜでҎԼのखॱで
行った。
ʢ1ʣ�֤ หྨを全てดとし、水管のذ෦に

設置されたి࣓หを։ける。
ʢ2ʣ�水管から給水管、給水用۩までの

෦からエΞをൈく。
ʢ3ʣ�水位、給水管のಈըࡱӨ、ٴびѹ力ه

を։࢝する。
ʢ4ʣ�水ખを։け、を水૧に水し、通

水を続ける。
ʢ5ʣ�ి ࣓หをดめ、間をۭけͣにഉ水用50

Ϙールόルϒをखಈで全։にする。
ʢ6ʣ�管のѹ力がམち着くか、水のಈきがແ

くなるまでهを続ける。
ʢ�ʣ�水૧水໘の୯位࣌間当たりのม化から、

給水管のྲྀを導き、水管までの౸
ୡ࣌間をࢉ出する。

ਤ4ɹ୯水ખͷ一ྫ
ਤの引用ݩɿ給水工事技術指2020　P13�
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ֻけ෦は水管へのྲྀٯが生じた݅で͋
る。ಁ明管を؍すると、1�11�7の様にい
ͣれかのࢭٯหがޮいていれば、ࢭٯห一࣍ଆ
の水が水管ଆにྲྀٯするが、この水はか
ら֎に出ておらͣ、水管の水をԚ染しない。
ਤ6ʙ �は管ѹ力の࣌間ม化をهしたも
ので͋る。੩水ঢ়態からه։࢝、άϥϑが一
ஈԼがったところは水ખを։けてѹ力߱Լ

が生じたことをࣔし、ѹ力0ҎԼまでの急ܹな
ม化は、水管へのڙ給をࢭめ、水管のѹ
力水を50ܘޱのόルϒから管֎に։์さͤたと
きで͋る。これにより水管がஅ水とଛইで
ѹ力が急ܹにԼするঢ়態をݱ࠶した。άϥϑ
は代ද的な݅をࡌܝする。
˞ਤதのセϯαーᶃʙᶈは、ਤ2の実験管

֓要にදࣔされているᶃʙᶈに対Ԡしている。

࣮験 1ɹ流͠水ખʹ関͢Δ࣮験

実験൪号 メーターϘックス
หࢭٯ

ྲྀし水ખ
หࢭٯ

水管への
水ྲྀ入ྲྀٯ

ྔྲྀٯ
-�NJO

П20管ྲྀ
N�T

1�1 ͋り ͋り ແし � �
1�2 ͋り ۚП0�� ແし � �
1�3 ͋り なし ແし � �
1�4 なし ͋り ແし � �
1�5 なし ۚП0�� ༗り 2�36 0 �125
1�6 なし なし ༗り 2�4� 0 �132
1�7 ۚП1�0 ͋り ແし � �
1�� ۚП1�0 ۚП0�� ༗り 2�33 0 �124
1�� ۚП1�0 なし ༗り 2�43 0 �12�

ද1ɹ݁Ռ一ཡ

ਤ6
目視によれば全てのࢭٯหが݈全でྲྀٯはݟられなかった。

ਤ�
管࿏্のいͣれのࢭٯหもޮいていないので、水डけʢʣから水を
ѹとؾがऴΘるとᶈはେྲྀٯいٵをؾい続ける。が水໘から出てେٵ
なった。

ਤ�
หのห෦の։き۩߹でのࠩを確ೝする実験で͋る。1�6の݁果とൺࢭٯ
ֱするݶりࠩはೝめられͣ、この実験ではห෦がྲྀٯの߅とはなって
いないことが͑た。

ਤ7
Ωッνϯ水ખのࢭٯหがޮき、水डけʢʣから水をٵΘͣྲྀٯは
られなかった。なおஅ水後は給水管にཹまった残水がԼ方に引っுݟ
られ、ᶈはマイナスのѹ力をࣔす。
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メーターϘックスと水ખの྆ࢭٯหがޮい
ていない݅ʢ1�5 1 �6 1 �� 1 ��ʣでは、給水
管の水が水管にྲྀれࠐみ、これがきっかけ
となり水डけ༰ثと水管のߴࠩによるαイ
ϗϯݱによりྲྀٯが継続、水した給水用۩
がେؾに出るまで続く。参ߟにྲྀٯ度は
݅にґらͣ約0�13N�Tで、্ࢉܭ、約�5ඵで
水管に౸ୡする。

実験1に対し給水用۩がมΘっただけな
ので、ྲྀٯする݅とѹ力ม化のは同様
だった。
、0�061N�TFDとۉめたྲྀはฏٻからྔྲྀٯ

γϟϫーϔッυの։ޱࢭ水ખ෦のྲྀ࿏໘ੵに
ґ存すると͑ߟる。この度で水管には約2
30ඵで౸ୡするࢉܭとなる。

࣮験 2ɹ෩࿊γϟϫー水ખʹ関͢Δ࣮験

実験൪号 メーターϘックス
หࢭٯ

෩࿊γϟϫー水ખ
หࢭٯ

管への
水ྲྀ入ྲྀٯ

ྔྲྀٯ
-�NJO

П20管ྲྀ
N�T

2�1 ͋り ͋り ແし � �
2�2 ͋り ۚП0�� ແし � �
2�3 ͋り なし ແし � �
2�4 なし ͋り ແし � �
2�5 なし ۚП0�� ༗り 1�1� 0 �062
2�6 なし なし ༗り 1�2� 0 �06�
2�7 ۚП1�0 ͋り ແし � �
2�� ۚП1�0 ۚП0�� ༗り 1�04 0 �055
2�� ۚП1�0 なし ༗り 1�10 0 �05�

ද2ɹ݁Ռ一ཡ

ਤ1�

ਤ12

ਤ11

ਤ13

目視によれば全てのࢭٯหが݈全でྲྀٯはݟられなかった。

管࿏্のいͣれのࢭٯหもޮいていないので、ཋ૧ʢ水૧ʣから水を
。られたݟがྲྀٯいٵ

この実験ではห෦がྲྀٯの߅とはなっていないことが͑た。

残水がԼ方に引っுられてෛѹをࣔすが、ྲྀٯはݟられなかった。
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࣮験 3ɹ֎水ખ（୯水ખ）ʹ関͢Δ࣮験
コマが݈全、ٴびྼ化ঢ়態で実施した。ྼ化
ঢ়態は、ٖ的に直0ܘ��NNのۚをコマに
。まͤたࠐみט

લه度で水管には約2�ඵで౸ୡするࢉܭ
となる。खでී通にకめてもࢭまりにくいコマ
の߹、そのྼ化ঢ়態によってはόέπの水
をٵいࠐΉ可能性が、この݁果から推される。

実験൪号 メーターϘックス
หࢭٯ

コマ 管への
水ྲྀ入ྲྀٯ

ྔྲྀٯ
-�NJO

П20管ྲྀ
N�T

3�1 ͋り 可ಈ ແし � �
3�2 ͋り 定ݻ ແし � �
3�3 なし 可ಈ ແし � �
3�4 なし 可ಈ�ۚП0��ʢコマྼ化ʣ ༗り 1��� 0 �24�

ද3ɹ݁Ռ一ཡ

ਤ14 ਤ15
Ϙックスのࢭٯหがޮく。3�1、3�2ڞにஅ水発生࣌直後に水管がෛѹに振れるが、3�2は୯水ખからॠ間、ࠐٵみが生じ、このٵいࠐΜだのෛ
ѹがܰݮするためか、ॠ間的なෛѹへの振れがখさい。可ಈコマがࢭٯしていることが3�2とのѹ力ม化の૬ҧがݟられた。

ਤ16
水डけ༰ثの水位Լがແく、୯水ખからのྲྀٯはݟられなかった。可
ಈコマによりࢭٯしている。

ਤ17
水डけ༰ثの水位Լ、୯水ખからのྲྀٯがݟられた。水管から্ঢ
したۭؾが水道メーター一࣍ଆಁ明管のۭ間をつくるが、そのۭ間
をྲྀٯ水が水管方にམち続ける。このྲྀٯはϗース先がେؾに出
て、ここからۭؾのࠐٵみが࢝まるまで継続した。
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実験
൪号

メーターϘックス
ࢭٯห 水ખࢭܗߕ ֎水ખʢ୯水ખʣ 管への

水ྲྀ入ྲྀٯ
ྔྲྀٯ
-�NJO

П20管
ྲྀN�T

4�1 なし ۚП1�0ʢコマྼ化ʣ可ಈコマ�ܗߕ ແし � �
4�2 なし ۚП1�0ʢコマྼ化ʣ可ಈコマ�ۚП0��ʢコマྼ化ʣ�ܗߕ ༗り 1�2� 0 �160

ද4ɹ݁Ռ一ཡ

ਤ1�
コマのࢭٯがޮくので、水डけ༰ثからのྲྀٯはݟられなかった。なお
100ඵલ後の؇かなۂઢは、水管から্ঢしてきたେؾѹがӨڹし
ている。

ਤ2�
500ඵลりまで、水डけ༰ثからٵいࠐみが続き、ྲྀٯがݟられた。

ਤ1�

 7 / 9

前グ㏿ᗘで配水管には⣙ 28 秒で฿㐩するィ⟬となる。ᡭでᬑ㏻に⥾めても止まりにくいコマの

ሙ合、ࡑのຎ化≧態によってはࢶࢣࣂ内の水を吸い込ྍࡴ能性が、この⤖ᯝから᥎ᐹされる。

実㦂 4 メータボックス内の止水栓が甲形止水栓、かつ逆止弁が無いሙ合の逆流のྍ能性

この実㦂は、ᮎ➃用具を外水栓（単水栓）の᮲௳で実施した。

表 4 ⤖ᯝ一ぴ

実㦂

␒ྕ

メータボックス

内逆止弁
甲形止水栓 外水栓（単水栓） 配管の

逆流水流ධ

逆流㔞

L/min 
ȭ20 管

内流㏿

m/s 
4-1 なし 甲形+針㔠ȭ1.0(コマຎ化） ྍ動コマ 無し - - 

4-2 なし 甲形+針㔠ȭ1.0(コマຎ化） ྍ動コマ+針㔠ȭ0.8(コマຎ化） 有り 1.27 0.160 

4-1 では単水栓のコマが効いたためᮎ➃からの吸い込みは無かった。4-2 ではコマが効かないため、ᮎ

➃から㐃続ⓗな吸い込みが⏕ࡌた。なお前グ㏿ᗘでは、配水管に㐩するまで⣙ 43 秒のィ⟬となる。

水受け容器の水ప下が無く、外水栓からの逆流は無

し。ྍ動コマが逆止している。

水ᵴの水ప下、外水栓からの逆流有り。配水管か

ら上昇した✵気が水道メータ一次側㏱᫂管内の✵㛫

をつくるが、ࡑの✵㛫内を逆流水が配水管方ྥにⴠ

ースඛ➃が大気にฟて、こ࣍続ける。この逆流はࡕ

こから✵気の吸込みがጞまるまで⥅続した。

図 1� 図 1� 

図 19 図 20 

外水栓、ボックス上流、下流は 1�0 秒付㏆で配水管

からの✵気で大気圧になっている。 

500 秒辺りまで、外水栓から吸い込みが続く。 

針㔠

弁ᗙをまたࡄよ࠺、針㔠をჶみ込ませ

る

（写真は甲形止水栓）
図 1� 

Ќ逆流終了 

Ќࢫ࣮࣍ᮎ➃が 

水୰らฟࡓ 

ห࠲をまた͙よう、ۚをטみࠐまͤる
ʢࣸਅはࢭܗߕ水ખʣ

࣮験 4ɹϝーターϘοΫε内ͷࢭ水ખ͕ࢭܗߕ
水ખɺ͔ͭࢭٯห͕ແ͍場合ͷٯ流ͷ
Մ能ੑ

この実験は、用۩を֎水ખʢ୯水ખʣの
݅で実施した。

4�1では୯水ખのコマがޮいたためから
のٵいࠐみはݟられなかった。4�2ではコマが
ޮかないため、から連続的なٵいࠐみが生
じた。なおલه度では、水管にୡするまで
約43ඵのࢉܭとなる。
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࣮験 5ɹ水道ϝーター交࣌ͷࢭٯหͷ༗ޮੑ
水道メーターの交ࢭٯ、࣌หがೋ࣍ଆの給
水管の残ѹをࢭめてくれるので、ナットを༰
қに؇められること、り水がແいため、Ϙッ
クス෦が土等でԚれにくい。これらをٖ
管にて、「ࢭٯห͋り」「ࢭٯหなし」の2ύター
ϯをݱ࠶しূݕする。
ਤ2の水道メーターೋ࣍ଆ「"」にਤ21の実

験管のೋ࣍ଆを続する。ϘックスにはϏ
χールγートをுり水はけがྑくないঢ়態とし
た。݁果をҎԼにࣔす。

ٯ、ห͋りは水道メーター取֎しが༰қࢭٯ
ܘหがແい߹はϘックスの水໘が通水ࢭ
までୡしたが、これはϘックスのట水が管
に入る可能性が͋ることをࣔす。
ここで、「+*S #�5�0 �1　水道メーターٴびԹ
水メーター　ୈ1෦ɿ一ൠ様」のෟଐॻ+#�3「設
置」には、メーターのϐットは出水またはӍ水
によるਁ水から保ޢするن定が͋り、いかなる
߹でもԚ染をࢭするとのࡌهが͋る。さら
にʢ一社ʣ日本ྔܭ機ث工業連߹会では、ϗー
Ϝϖージ্で「水道メーターの設置に関するマ
χϡΞル」を公։しており、このதでચ管ٴび
ҟのআڈについてड़べられている。このഎܠ
には、水道メーター෦に土࠭などのҟがྲྀ
入し、水道メーターのճస෦にטみࠐみ、ෆ
ಈなどのෆ۩߹を発生さͤるݥة性が͋るため
で͋る。
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実㦂 5 水道メーター交換時の逆止弁の有効性

水道メーターの交換時、逆止弁は二次側の給水配管が

ṧ圧を止めてくれるので、ࢼットを容易に緩められるこ

と、戻り水が無いため、ボックス内部がᅵ➼でởれにく

い。これらをᶍᨃ配管にて、「逆止弁あり」「逆止弁なし」

の 2 パターンを⌧し᳨ドする。

図 2 の水道メーター二次側「A」に図 21 の実㦂配管

の二次側を接続する。ボックス内にはࣅニーࣝࢩートを

ᙇり水はけが良くない≧態とした。⤖ᯝを௨下に♧す。

逆止弁ありは水道メーター取外しが容易、逆止弁が無いሙ合はボックス内の水㠃が㏻水内ᚄまで㐩

したが、これはボックス内のἾ水が管内にධるྍ能性があることを♧す。

ここで、「JIS B8570-1 水道メータཬࡧ 水メーター ➨ 1 部：一⯡ᵝ」の㝃ᒓ᭩ JB.3「タ⨨」

には、メーターのࣆットはฟ水ཪは㞵水によるᾐ水からಖㆤするつᐃがあり、いかなるሙ合でもởᰁ

を㜵止するとのグ㍕がある。さらに（一♫）日本ィ㔞ᶵ器ᕤ業㐃合会では、࣍ームページ上で「水道

メーターのタ⨨に㛵するマニࣗࣝ」をබ㛤しており、この୰でὙ管ཬࡧ␗≀の㝖ཤについて㏙ら

れている。この⫼ᬒには、水道メーター内部にᅵ◁などの␗≀が流ධし、水道メーターの回㌿部分に

ჶみ込み、動などの具合をⓎ⏕させる༴㝤性があるためである。

3.維持管理について

1）逆流㜵止弁

逆流㜵止弁は、ࡑの性能が┬௧をᇶにᐃめられており、〇造業⪅はこれを‶たす〇ရを〇造している。

逆止弁の弁ᗙの⤒年ຎ化はሷ⣲ᡂ分が要ᅉの一つであるが、ຎ化要ᅉはに、⧞り㏉しの弁体㛤㛢によ

るࢦムのたり（圧⦰Ọஂࡎࡦみ）がある。「日本水道協会 2019 年水道用具の維持管理指針 維持管理

ート」のなかで、8ࢩ 年を目Ᏻとした交換が᥎ዡされており、かつ維持管理の方ἲがグされている。前

グࢩートを㋃まえ、維持管理に有用なሗを逆流㜵止弁の形態ごとに「逆止弁の交換」、「性能確認」に

ついてグす。

（1）水道メーターの二次側に取り付けられる逆止弁のሙ合 ࡑの 1  

えࡺットを緩める㝿、二次側はᏯ内給水管の容㔞ࢼ

⤊ጞࢼットが◳く、᭱⤊、スキマからしࡪきが⃭し

く㣕ᩓし、かつ交換の᭱୰、戻り水がฟ続ける。

ࡑ、だがࡌットを緩める時は二次側のṧ圧は同ࢼ

の容㔞が止水栓と逆止弁の㛫の⊃い⠊ᅖなので、

すࡄに圧ຊがᢤけ容易に緩み、戻り水が無い。

図 22 逆止弁あり 図 2� 逆止弁無し 

୍ḟഃ 

ḟഃ

流れ方ྥ 

逆流方ྥ 
図 21 

A に᥋続

逆止弁 
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ṧ圧を止めてくれるので、ࢼットを容易に緩められるこ

と、戻り水が無いため、ボックス内部がᅵ➼でởれにく

い。これらをᶍᨃ配管にて、「逆止弁あり」「逆止弁なし」

の 2 パターンを⌧し᳨ドする。
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の二次側を接続する。ボックス内にはࣅニーࣝࢩートを
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を㜵止するとのグ㍕がある。さらに（一♫）日本ィ㔞ᶵ器ᕤ業㐃合会では、࣍ームページ上で「水道

メーターのタ⨨に㛵するマニࣗࣝ」をබ㛤しており、この୰でὙ管ཬࡧ␗≀の㝖ཤについて㏙ら

れている。この⫼ᬒには、水道メーター内部にᅵ◁などの␗≀が流ධし、水道メーターの回㌿部分に

ჶみ込み、動などの具合をⓎ⏕させる༴㝤性があるためである。

3.維持管理について

1）逆流㜵止弁

逆流㜵止弁は、ࡑの性能が┬௧をᇶにᐃめられており、〇造業⪅はこれを‶たす〇ရを〇造している。

逆止弁の弁ᗙの⤒年ຎ化はሷ⣲ᡂ分が要ᅉの一つであるが、ຎ化要ᅉはに、⧞り㏉しの弁体㛤㛢によ

るࢦムのたり（圧⦰Ọஂࡎࡦみ）がある。「日本水道協会 2019 年水道用具の維持管理指針 維持管理

ート」のなかで、8ࢩ 年を目Ᏻとした交換が᥎ዡされており、かつ維持管理の方ἲがグされている。前

グࢩートを㋃まえ、維持管理に有用なሗを逆流㜵止弁の形態ごとに「逆止弁の交換」、「性能確認」に

ついてグす。

（1）水道メーターの二次側に取り付けられる逆止弁のሙ合 ࡑの 1  

えࡺットを緩める㝿、二次側はᏯ内給水管の容㔞ࢼ

⤊ጞࢼットが◳く、᭱⤊、スキマからしࡪきが⃭し

く㣕ᩓし、かつ交換の᭱୰、戻り水がฟ続ける。

ࡑ、だがࡌットを緩める時は二次側のṧ圧は同ࢼ

の容㔞が止水栓と逆止弁の㛫の⊃い⠊ᅖなので、

すࡄに圧ຊがᢤけ容易に緩み、戻り水が無い。

図 22 逆止弁あり 図 2� 逆止弁無し 
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図 21 

A に᥋続

逆止弁 

ナットを؇める࣌はೋ࣍ଆの残ѹは同じだが、その
༰ྔがࢭ水ખとࢭٯหの間のڱいൣғなので、す͙
にѹ力がൈけ༰қに؇み、り水がແい。
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グࢩートを㋃まえ、維持管理に有用なሗを逆流㜵止弁の形態ごとに「逆止弁の交換」、「性能確認」に
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えࡺットを緩める㝿、二次側はᏯ内給水管の容㔞ࢼ

⤊ጞࢼットが◳く、᭱⤊、スキマからしࡪきが⃭し

く㣕ᩓし、かつ交換の᭱୰、戻り水がฟ続ける。
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の容㔞が止水栓と逆止弁の㛫の⊃い⠊ᅖなので、
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A に᥋続

逆止弁 

ナットを؇めるࡍ、ೋ࣍ଆは給水管の༰ྔΏ͑
ऴ࢝ナットがߗく、࠷ऴ、スΩマからしͿきがܹし
くඈࢄし、かつ交の࠷த、り水が出続ける。

ҡ࣋ཧʹ͍ͭͯ3

に定めらجหは、その性能が省令をࢭྲྀٯ
れており、業者はこれをຬたすを
している。ࢭٯหのห࠲のܦ年ྼ化はԘૉ成
が要Ҽの一つで͋るが、ྼ化要Ҽはଞに、܁り
返しのหମ։ดによるΰϜのへたりが͋る。「日
本水道協会 201�年水道用۩のҡ࣋管理指　ҡ
管理γート」のなかで、�年を目҆としたඞ࣋
要な෦の交が推されており、かつҡ࣋管
理の方法がهされている。今ճの実験ূݕでٯ
หが設置されていることの༗ޮ性が確ೝできࢭ
たので、લهγートを౿ま͑、ҡ࣋管理に༗用
な報をྲྀٯࢭหのܗ態ごとに「ࢭٯหの交
。すهについて「性能確ೝ」、「
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●ｐ３１の頭部分 からＰ３２の「２）甲形止水栓」より上の部分を

下の表に差し替え（ページが１頁減になると思います。財団の広告の「東日本大震災」を外して、ペー

ジをつめてください。（後ろのページ変更があり、目次も）

表 5 形態ごとの概要

名称 構造 逆止弁の交換 取付箇所 概要 性能確認

単式逆止弁

（ばね式）

配管から用具を

取外し、逆止カ

ートリッジを交

換する。

水道メーター

の二次側

コンパクトな胴に

逆止カートリッジ

が内蔵されたもの

で、特にパッキン

接合であるユニオ

ン式は、取外しが

容易で維持管理上

有利である。

止水栓を止めて水道

メーターの交換実施

に合わせて逆止弁の

確認、例えば戻り水

が無ければ良好と判

断するなど、8 年を

迎えるものは、この

時期を目途に交換す

るといった考え方で

ある。

リフト式逆止

弁

（自重式）

上部のキャップ

を外し、逆止カ

ートリッジを交

換する。

逆止付きパッ

キン

水道事業体では

「パッキン」と

して扱われ、水

道メーターと同

時 に 交 換 さ れ

る。

水道メーター

の二次側

パイプの内部に納

まるので、非常に

コンパクトであ

る。

配管から用具を取外

し、目視確認や弁体

がスムーズに動くか

を確認する。

ばね式止水栓

内蔵式

配管からジョイ

ン ト 部 を 取 外

し、逆止カート

リッジを交換す

る。
水道メーター

の一次側

止水栓と逆止弁を

一体化したコンパ

クトな構造なの

で、ボックス内部

での取り回しが容

易である。

逆止カートリッジを

取り外し目視、弁体

がスムーズに動くか

を確認する。

リフト式止水

栓内蔵式

上部のキャップ

を外し、逆止カ

ートリッジを交

換する。

図 19 図 20 
コマの逆止が効くので、水受け容器からの逆流はな

い。なお 100 秒前後の緩やかな曲線は、配水管から

上昇してきた大気圧が影響している。 

500 秒辺りまで、水受け容器から吸い込みが続く。 

↓逆流終了 

④ 

①

①

④
残水が下方に引っ張られ

て負圧を示すが、逆流では

ない。 

④ 

①

①

④ 逆流継続

コマにより逆止 

写真引用元：日本水道協会 給水用具の維持管理指針 2019 

͓ΘΓʹ4

今ճの実験で、一ॠのෛѹがαイϗϯݱを
༠発し、༰ثの水がなくなるまでྲྀٯが継続
することが確ೝできた。戸ݐてॅでも水管
へԚ染水をྲྀٯさͤないためのྲྀٯࢭા置を
の集߹ॅと同様に重要ߴじることは、தߨ
で͋る。また、Ԙૉ成を要Ҽとしたܦ年ྼ化
による機能Լをىこしているࢭٯหについて

は、ෛѹ発生のࡍにྲྀٯのϦスクの૿Ճが推
されるため、定期的にΧートϦッジ等を交す
るなどによりલهϦスクを未વに͙ことがで
きるものと͑ߟる。
本ڀݚは、ʢ公財ʣ給水工事技術振ڵ財団のௐ

ॿ成事業を活用して実施さͤていただいڀݚࠪ
た。ご協力をいただいた関係者へ感ँをਃし্
げる。
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࿈çࡌ

株式会社昭和螺旋管製作所

ベローズ製品にて安心・安全な
社会づくりに貢献する

Ԋֵͱڅ水ۀࣄͷऔΓΈ

　ত和ཐટ管࡞所は1�4�年業Ҏ来、スςϯ
Ϩス鋼を主ମとしたϕローζをఏڙしてお
ります。用్は様ʑでϥイϑϥイϯの要で
͋る水道関連を筆頭にࣗಈं関連、ফ
Ր関連、มి・プϥϯト関連などの
܈をお٬様にఏڙしております。1��0年代、
お٬様のご要から水道用ঢ়管「Ξクトύイ
プ」が化され、その後1���年にن定された
日本水道協会֨ن『水道用ঢ়スςϯϨス鋼管　
+WW"�(�11�』ʢҎԼ「ঢ়スςϯϨス鋼管」
という。ʣにܨがり東京都水道局をはじめଟ方໘
の皆様に࠾用していております。ۙ年ではそ
の性能からւ֎からも注目され事業ల։を行っ
ております。
εςϯϨεͷ઼ੑՃٕज़Λ༻ͨࣾ͠
ձΠϯϑϥඋͷݙߩ

　当社のΩーςクϊロジーで͋るϋイυロ
ϑΥーϛϯάՃ工、管コルήートՃ工で࡞
されたϕローζはബで͋ってもѹ性に
༏れ、またࣗ༝にۂげ、৳びॖみできる性能を
༗しております。「ۂがるといいな」「ॖΉとい
いな」をϞϊりのݪとし、「۶ځで施工しに
くい」「から管機ثをकりたい」と
いう、お٬様のχーζに߹Θͤてをఏڙし
続けることで、水・ిڙؾ給におけるϥイϑϥ
イϯの整備と保क、プϥϯト施設・ݐஙݱで
の施工とメϯςナϯスなどで、社会の҆৺と҆
全にݙߩするよう༏れたϕローζの։発に
ઓし続けます。ۙ年では水道水管࿏のٺ
化対策として、都ࢢ෦の交通ྔがଟい国道、
ઢ࿏Լのԣஅ管、ళ֗のڱᯀ道࿏のຒ設管等、
ै来工法では管࿏のߋ新がしいとされていた

設の水管࿏に、ϑϨΩγϒルνϡーϒをط
ૠして管࿏ߋ新とする工法がଟ࠾用されて
おり、社会イϯϑϥ整備推進にݙߩしておりま
す。

水ؔ࿈ɾγεςϜ֓ཁڅ

　当社の給水装置関連は、ঢ়スςϯϨス
鋼管、ϑϨΩγϒル継खとなります。
　ঢ়スςϯϨス鋼管は、給水装置のうち給水
管ذ෦ʢαυル水ખʣから֓Ͷのୈ
一ࢭ水ખまでの給水管࿏に使用されており、『
ঢ়スςϯϨス鋼管』と、様用్に߹Θͤ継ख
ʢାナットʴઈԑスϖーαーʣ、管プϨーエ
ϯυタイプなどの『Ξクトύイプ』を給水管
αイζʢ13S6 ʙ 50S6ʣにて・ൢചしてお
ります。ঢ়Ճ工෦を༗していることで、施工
が༰қで͋る事にՃ͑、߹෦をݮらすことに
よる࿙水発生ݪҼՕ所のݮ、可とう性能によ
るޮ果もೝめられています。ϑϨΩγϒル
継खは、αυル水ખからのذ管として、
水道メーターपりの施工管として使用されて
います。ϑϨΩγϒル継खには྆に様ʑな管
छ・߹Ͷじと続して使用けるように、ス
ςϯϨス管用ʢύイプຢは৳ॖ可とう継खʣ、
Ԙ化Ϗχール管用ʢ)*7Pιέットʣ、ϙϦエ
νϨϯ管用ʢϙϦエνϨϯ管用継खʣ、ϥイχ
ϯά鋼管管用ʢϥイχϯά鋼管用継खʣ、֤छ
管用ʢାナットʴ3・ฏ行Ͷじʣと取りଗ͑
て・ൢചしております。
େࠃʲ日ຊʳʹԙ͚Δฐࣾͷग़དྷ͏
Δࣾձݙߩ

　令和5年5月5日、ੴ川ݝ能ొ方にて度6
強のが発生、同じく5月11日千༿ݝ木ߋ
݅、نで度5強が発生しており、のࢢ
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とそれにうඃがେきくなってきておりま
す。令和4年に、公益財団法人�給水工事技術振
෦に係る給水管のذ財団఼より『給水管ڵ
性ධՁ報告ॻ』が公දされ、「ۙ年ଟ発する
େにおいて、給水管෦にはଟくのඃ
が発生しており、後も҆定した給水を継続
するためには、給水装置をؚめた水道施設全ମ
の性の্が課題」とされており、ূݕ報
告にԙいて、ঢ়スςϯϨス鋼管・ϑϨΩγϒ
ル継खをؚΉスςϯϨス給水管もߴい性
能をධՁいております。ฐ社にԙいては、国
֎にԙいてに強く、ඃを࠷খݶにし、
後ϥイϑϥイϯをकるべくࣗ社の給水管
のP3をੵۃ的に続け、水管のߋ新工事
にい性のߴいঢ়スςϯϨス鋼管・ϑϨ
Ωγϒル継खをご࠾用くことで、継続的な社
会ݙߩ活ಈとしていきたいと͑ߟています。
　「出యɿ�給水管ذ෦に係る給水管の
性ධՁ報告ॻʢ令和4年3月ʣ公益財団法人�給
水工事技術振ڵ財団、給水γスςϜ協会」

ੇ๏ද

水道用ঢ়εςンϨε߯管

配管ྫ

ϑϨΩγϒルܧ手
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財団ニュース①

－指定事業者登録・更新に必要な唯一の国家資格－

受験願書受付期間 令和５年６月５日（月）～７月７日（金）

試　験　日 令和５年 10月 22 日（日）
試 験 地 区 ・北海道　・東　　北　・関　東　・中　部　

・関　西　・中国四国　・九　州　・沖　縄

▶ ▶ ▶ ▶ ▶
６月５日（月）

受 付 開 始
７月７日（金）

受 付 締 切 書類審査
10月２日（月）

受験票発送
10月22日（日）

試　験　日
11月30日（木）

合 格 発 表

令和５年度試験フロー

受験手数料

受 験 資 格

申 込 方 法

21,300 円

給水装置工事に関して３年以上の実務の経験を有する者

当財団ホームページ（https://www.kyuukou.or.jp）に掲載する「受験の案内」
をご覧のうえ、「インターネット申込書作成システム」に従って入力した受験
申請書類を送付してください。

※なお、上記による受験申請書類の入手が困難な場合は、当財団の国家試験部国家試験課までご連絡ください。

厚生労働大臣指定試験機関

公益財団法人給水工事技術振興財団
〒163-0712　東京都新宿区西新宿二丁目７番１号

小田急第一生命ビル 12階
TEL：03-6911-2711　FAX：03-6911-2716

７月７日（金）までの消印があるものに限り受け付けます。

インターネット申込書作成システム稼働期間　

https://www.kyuukou.or.jp

令和５年度

令和５年６月５日（月）１０時～７月７日（金）１７時
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財団ニュース②

令和ݩ年10月1日に改ਖ਼水道法が施行され、指定給水装置工事事業者の5年ߋ新੍度が導入されま
した。それにってߋ新࣌に、その工事事業者がબ任した給水装置工事主任技術者が、࠷新の技術
੍度をशಘするためのݚमに参Ճしたかどうかについて、水道事業者から確ೝがٻめられることにな
りました。
当財団では、これまでも主任技術者を対としたFϥーχϯάγスςϜݚमを行うと同࣌に、Fϥー

χϯάςΩストٴびֶश成果試験題をຖ年ߋ新することによるݚमのॆ実、ݚम機会の確保をਤっ
てきましたが、こうした੍度改ਖ਼等に対Ԡして、令和ݩ年�月からこれまで発行してきた技術者ূの
༗ޮ期間を5年とするとともに、技術者ূのߋ新にࡍして、主任技術者にडߨしていただく全国౷一
的な新たなFϥーχϯάݚमٴびݱݚम会を実施しています。
年6月26日、厚生労働省ҩༀ・生活衛生局水道課長通でࣔされた事߲ݩम会の༰は、令和ݚ

ʢԼઢʣをج本に、さらに当財団に関係団ମをҕһとする「給水装置工事主任技術者の技術のҡ࣋・
会」を設置してఏ案された主任技術者としてशಘしておくことがま౼ݕशに関するߨのための্
しい߲目をՃし、Լهのとおりとしています。
ʢ1ʣ水道法
水道法の目的、改ਖ਼水道法の֓要等について

ʢ2ʣ給水装置工事主任技術者の৬務とׂ
指定給水装置工事事業者੍度、主任技術者のׂ等について

ʢ3ʣ給水装置のߏٴび材࣭
給水装置のߏٴび材࣭のج४֓要、給水管ٴび給水用۩の性能ج४、給水装置のγスςϜج४等

について

ʢ4ʣ給水装置の事ނ事ྫと対策技術
についてࢭ発࠶対Ԡނ事ྫ、事ނクロスコωクγϣϯ等の事・ذޡ

ʢ5ʣ給水装置工事におけるཹҙ事߲
給水管の取出し・߹等のཹҙ事߲、道࿏۷工事での事ނࢭ、҆全管理等について

ʢ6ʣ給水装置のҡ࣋管理
給水装置のނো・ҟ常のݪҼとमસ工事法等について

ʢ�ʣ給水装置ٴび給水装置工事法に関する࠷新の技術報
スマート水道メーター、東日本େࡂ給水装置ඃঢ়گௐࠪ報告等について

給水装置主任技術者ݚमݱݚम会における令和5年度の実施݁果ʢ令和5年6月16日ࡏݱʣはද1
の通りです。令和5年度の実施予定ʢ令和5年6月16日ࡏݱʣは表2の通りです。予定は決まり࣍ୈ、
財団ϗーϜϖージでॱ࣍おらͤします。

給水ஔ工事ओ技術ऀݚमݱ�ݚमձ
ྩ̑ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ
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ʢ令和 5年 6月16日ࡏݱʣ

開࠵道県 開࠵市 開࠵ 開࠵場所 受ߨ者
（ਓ）

1 ݝࢁ ࢢࢁ 令和 5年 6月14日ʢ水ʣ ࢢࢁ管工事協同組߹会ؗ 12˞

2 千༿ݝ 千༿ࢢ 令和 5年 6月15日ʢ木ʣ 千༿ݝ水道会ؗ ��˞

˞ʙਃࠐ者

ද 1ɹ令和 5年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮݁ࢪՌ（4݄ʙ 6݄）

ʢ令和 5年 6月16日ࡏݱʣ
開࠵道県 開࠵市 開࠵ 開࠵場所

1 ݝլ࣎ 長ࢢ 令和 5年 �月 6日ʢ木ʣ セϛナーˍΧルνϟーセϯターྟބ
ୈ 3会議ࣨ

2 ݝլ࣎ ࢢ東܀ 令和 5年 �月2�日ʢ木ʣ ウイϯάプϥβ　ݚमࣨ̚

3 ੴ川ݝ ۚࢢ 令和 5年 �月10日ʢ木ʣ ੴ川ݝ࢈業振ڵセϯター
新ؗ 2֊ୈ10ݚमࣨ

ද 2ɹ令和 5年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮ࢪ༧定（7݄ʙ）
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財団ニュース③

給水ஔ工事技ݕఆձ
ྩ̑ͷ࣮݁ࢪՌٴͼ࣮ࢪ༧ఆʹ͍ͭͯ

当財団は、水道法施行نଇ36の2߲でࣔされた「ద切に࡞業を行うことがで
きる技能を༗する者」をཆ成するため、給水装置工事管技能ݕ定会を։࠵して
います。同ݕ定会はֶՊ課ఔと実技課ఔでߏ成しており、実技課ఔでは༗ѹの
水管ʢμクタイルரమ管П�5NNʣへのαυル水ખの取け、खಈࣜઠ機
による水管のذઠٴび給水管3管छʢᶃϙϦエνϨϯೋ管、ᶄ࣭ߗϙϦ
Ԙ化Ϗχル管、ᶅ࣭ߗԘ化Ϗχルϥイχϯά鋼管またはスςϯϨス鋼鋼管ʣの切
அ・߹・組立に関する技能Ϩϕルを定する「全国ඪ४ݕ定」を行っています。
水道事業ମが実施した給水装置の管技能の実技に関する試験߹֨者・ߨश会म
ྃ者などは、実技課ఔにおける給水管の切அ・߹・組立の࡞業を໔আし、ذ
ઠのみのडݕも可能です。
給水装置工事管技能ݕ定会における令和5年度の実施݁果ʢ令和5年6月16
日ࡏݱʣはද1の通りです。令和5年度の実施予定ʢ令和5年6月16日ࡏݱʣは
ද2の通りです。予定は決まり࣍ୈ、財団ϗーϜϖージでॱ࣍おらͤします。

ʢ令和 5年 6月16日ࡏݱʣ
開࠵道県 開࠵市 開࠵ 開࠵場所

1 ݝۄ࡛ さいたまࢢ 令和 5年 �月 �日ʢ土ʣ 管工事会ؗݝۄ࡛

2 Ѫඤݝ দࢢࢁ 令和 5年 �月22日ʢۚʣ দࢢࢁ管工事協同組߹

3 ݝޱࢁ Ӊ෦ࢢ 令和 5年 �月30日ʢ土ʣ Ӊ෦管工事協同組߹会ؗ

ද 2ɹ令和 5年度給水装置工事配管技能検定会�࣮ࢪ༧定（7݄ʙ）

ʢ令和 5年 6月16日ࡏݱʣ

開࠵道県 開࠵市 開࠵ 開࠵場所 受検者
（ਓ）

1 ւ道 ࢢຈࡳ 令和 5年 4月1�日ʢ水ʣ म所ݚ水道局給水技術ࢢຈࡳ �2

2 長ݝ ࢢా্ 令和 5年 5月12日ʢۚʣ ্ాҬߴ等৬業܇࿅セϯター �3

ද 1ɹ令和 5年度給水装置工事配管技能検定会�࣮݁ࢪՌ（4݄ʙ 6݄）
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（令和5年1月～６月）

1月27日（金） 令和 4年度給水装置工事主任技術者研修現地研修会（岩手県）
北上市文化交流センターさくらホール

2月　2日（木） 第 32回理事会� 財団会議室（オンライン併用）

2月　9日（木） 令和 4年度給水装置工事配管技能検定会（秋田県）
秋田市上下水道局仁井田浄水場研修棟

2月 16日（木） 令和 4年度給水装置工事主任技術者研修現地研修会（埼玉県）
埼玉県管工事会館 3階会議室

2月 18日（土） 令和 4年度給水装置工事配管技能検定会（広島県）
広島市水道局水道技術センター　　19日（日）

3月　4日（土） 令和 4年度給水装置工事配管技能検定会（神奈川県）
神奈川県管工事業協同組合「県水会館」

3月　8日（水） 第 25回評議員会� 財団会議室（オンライン併用）

3月　8日（水） 令和 4年度給水装置工事主任技術者研修現地研修会（長野県）
上田創造館

3月 12日（日） 令和 4年度給水装置工事配管技能検定会（奈良県）
奈良県立高等技術専門校

4月 14日（金） 令和 5年度調査研究助成課題選考委員会� 財団会議室
4月 18日（火） 令和 5年度給水装置工事主任技術者試験公示

4月 19日（水） 令和 5年度給水装置工事配管技能検定会（北海道）
札幌市水道局給配水技術研修所

4月 25日（火） 第 62回機関誌編集委員会� 財団会議室

5月 12日（金） 令和 5年度給水装置工事配管技能検定会（長野県）
上田地域高等職業訓練センター

5月 16日（火） 第 33回理事会� 書面議決

5月 18日（木） 令和 5年度第１回給水装置工事主任技術者試験委員会
小田急第一生命ビル 11階会議室

5月 25日（木） 第 17回監事会� 財団会議室
6月　5日（月） 令和 5年度給水装置工事主任技術者試験受験申込案内・願書受付開始
6月　7日（水） 第 34回理事会� 財団会議室（オンライン併用）

6月 14日（水） 令和 5年度給水装置工事主任技術者研修現地研修会（富山県）
富山市管工事協同組合会館

6月 15日（木） 令和 5年度給水装置工事主任技術者研修現地研修会（千葉県）
千葉県水道会館

6月 28日（水） 第 26回評議員会� 財団会議室（オンライン併用）
6月 29日（木） 令和 5年度第 1回給水装置工事主任技術者試験幹事委員会� 財団会議室
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　　　　公益財団法人　給水工事技術振興財団
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副委員長
千秋　裕一　（公社）日本水道協会　総務部長

委　員
長谷川　進　東京都水道局　業務改革推進担当課長
佐川　俊二　横浜市水道局　給水サービス部 給水工事受付センター長
石田　　隆　全国管工事業協同組合連合会　理事・広報副部長
駒谷　直樹 （一社）日本バルブ工業会　水栓部会委員/

　　　　　　　 　TOTO（株）お客様本部お客様企画部
長島　俊彰　給水システム協会　事務局長

機 関 誌

編 集 委 員

編
集

　

後
記

編
集

　

後
記■厚生労働省が所管する水道行政を国土

交通省および環境省へ移管するための関
係法「生活衛生等関係行政の機能強化のた
めの関係法案の整備に関する法律」が参議院本会議
で可決・成立され、行政移管まで残すところ 1年を
切りました。移管によって給水装置関連がどのよう
に位置づけされていくのか、当財団でも今後も引き
続き注視し、また皆様にも機関誌等で発信していき
たいと思います。
■令和 5年度給水装置工事主任技術者試験を10月22
日に行います。当財団では、指定試験機関としての
責務を果たすべく、今年も感染症対策等に万全を期
して実施する予定です。ぜひともご理解いただき、
今後ともご協力をいただければと存じます。
■今号の巻頭言は公益社団法人日本水道協会の青木
秀幸理事長に『「明るい未来の水道」を目指し』と
題して、水道界における人材確保、継続的な技術力
の確保の重要性についてご執筆いただきました。

■エッセイ水鞠は日本水道鋼管協会の四方
淳夫会長に「WSP の使命とは　－非常事
態が常態化した社会で－」を執筆いただき

ました。四方会長が就任された2020年 5 月は、ちょ
うど新型コロナウイルス感染症が蔓延し、緊急事態
宣言が発出された直後とのことでした。会長として
3年間の振り返りと、水道用鋼管の今後の使命など
について、ご執筆いただいています。
■特集では、東京都水道局が実施している「水道ス
マートメータ先行実装プロジェクト」について、長
谷川進業務改革推進担当課長より、その取組みをご
報告いただきました。東京都では同プロジェクトの
初年度となる令和 4年度に約 2万 6千個の給水スマ
ートメータを設置、さらにスマートメータの導入を
着実に進め、2030年代の全戸導入につなげていきた
いとしています。ぜひご一読いただければと存じま
す。















き
ゅ
う
す
い
工
事

第
��
号　
　

夏
季
号　
　

N
o
．�

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

〒163-0712 東京都新宿区西新宿二丁目7番1号
　　　　　小田急第一生命ビル12階
TEL.03-6911-2711/FAX.03-6911-2715
httpｓ://www.kyuukou.or.jp/
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